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や
す
み
つ　

あ
き
ふ
み

み
う
ら　
　

み
わ
こ

浜
観
光
交
流
事
業
消
耗
品
費
、キ
ャ
ン

プ
場
の
修
繕
及
び
改
修
工
事
費
の
増
額

の
ほ
か
、道
の
駅
に
係
る
施
設
の
修
繕

料
の
増
額
を
は
じ
め
、井
戸
水
の
配
管

工
事
、及
び
温
水
プ
ー
ル
多
目
的
ル
ー

ム
空
調
更
新
工
事
の
新
規
計
上
の
ほ
か
、

森
里
海
の
市
の
開
催
経
費
を
補
助
す
る

道
の
駅
交
流
イ
ベ
ン
ト
補
助
金
の
新
規

計
上
に
よ
る
も
の
で
す
。

● 

土
木
費：
256
万
３
千
円 

増
額

　

水
ヶ
迫
集
会
所
の
屋
根
の
経
年
劣
化

に
伴
う
改
修
工
事
を
行
う
も
の
で
す
。

● 

消
防
費：
６
万
４
千
円 

増
額

　

山
口
県
被
災
者
生
活
再
建
支
援
シ
ス

テ
ム
の
改
修
に
伴
う
負
担
金
の
増
額
に

よ
る
も
の
で
す
。

● 

教
育
費：
310
万
７
千
円 

増
額

　

校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
指
導
員
の

報
酬
を
阿
武
小
学
校
管
理
経
費
か
ら
教

育
委
員
会
管
理
経
費
へ
の
組
替
え
を
は

じ
め
、福
賀
小
学
校
の
会
計
年
度
任
用

職
員
、及
び
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

指
導
員
の
報
酬
、社
会
保
険
料
等
の
追

加
計
上
、福
賀
小
学
校
陸
屋
根
防
水
工

事
の
増
額
。

　

宇
田
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
夜
間

照
明
の
ラ
ン
プ
と
安
定
器
の
取
替
工
事

の
新
規
計
上
の
ほ
か
、公
共
施
設
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
事
業
に
伴
う
、阿
武
小
学
校
、阿
武

中
学
校
、町
民
セ
ン
タ
ー
及
び
体
育
セ

ン
タ
ー
に
係
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
リ
ー
ス
料

の
新
規
計
上
に
よ
る
も
の
で
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業（
事
業
勘
定
）

特
別
会
計 

補
正
予
算（
第
２
回
）

　

30
万
円
を
追
加
し
、総
額
を
５
億
８
０

３
５
万
１
千
円
と
す
る
も
の
で
、一
般
被

保
険
者
療
養
費
の
実
績
見
込
み
に
よ
る

不
足
分
の
増
額
の
ほ
か
、生
活
習
慣
病

予
防
に
係
る
人
件
費
の
組
替
え
に
よ
る

も
の
で
す
。

◆
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
回
）

　

２
７
８
９
万
円
を
追
加
し
、総
額
を

６
億
３
６
９
５
万
６
千
円
と
す
る
も
の

で
、令
和
５
年
度
精
算
に
伴
う
介
護
給

付
費
負
担
金
及
び
地
域
支
援
事
業
交
付

金
の
返
還
金
の
確
定
の
ほ
か
、成
年
後

見
制
度
審
判
申
立
に
伴
う
司
法
書
士
へ

の
支
払
い
費
用
を
、報
償
費
か
ら
委
託

料
の
組
替
え
に
よ
る
も
の
で
す
。

◆
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
回
）

　

14
万
６
千
円
を
追
加
し
、総
額
を

９
８
８
８
万
２
千
円
と
す
る
も
の
で
、

増
額
の
内
訳
は
、企
業
債
利
息
の
不
足

分
を
補
う
も
の
で
す
。

◆
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
回
）

　

336
万
円
を
追
加
し
、総
額
を
２
憶
２
３
７

０
万
３
千
円
と
す
る
も
の
で
、増
額
の
内

訳
は
、農
業
集
落
排
水
及
び
漁
業
集
落

排
水
の
汚
泥
処
分
業
務
委
託
料
の
不
足

分
に
対
す
る
も
の
で
す
。

決
算
の
認
定

◆
令
和
５
年
度 

阿
武
町
各
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
度
阿
武
町
一
般
会
計
と

７
つ
の
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
に

つ
い
て
、監
査
委
員
の
報
告
に
基
づ
き

議
会
の
認
定
を
求
め
る
も
の
で
す
。

全
員
協
議
会 

報
告

◆
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

　
健
全
化
判
断
比
率
及
び

議
案
審
議

◆
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を 

    

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

       

関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号

          

の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の

            

提
供
に
関
す
る
条
例
の
全
部

                          

を
改
正
す
る
条
例

　
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
」の
改
正
に
伴
い
、

「
法
で
定
め
て
い
る
個
人
番
号
の
利
用

の
対
象
と
法
定
事
務
以
外
で
、本
町
が

独
自
に
個
人
番
号
を
利
用
で
き
る
事

務
」及
び「
本
町
内
部
の
別
機
関
で
あ
る

首
長
部
局
と
教
育
委
員
会
部
局
と
の
間

で
情
報
連
携
を
可
能
と
す
る
対
象
事
務

及
び
特
定
個
人
情
報
」に
関
し
て
、条
例

の
全
部
改
正
に
よ
り
所
用
の
規
定
整
備

を
行
う
も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
移
住
体
験
滞
在
施
設
の
設
置

　

 

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の一部
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
改
正
す
る
条
例

　

現
在
、使
途
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
旧

宇
田
中
学
校
の
校
長
住
宅
で
あ
っ
た
元

「
宇
田
一
般
住
宅
」を
移
住
お
試
し
住
宅

と
し
て
活
用
す
る
た
め
、新
た
に
阿
武
町

移
住
体
験
滞
在
施
設
の
一
つ
と
し
て
追

加
す
る
も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

　
　
　
　
　
　

 

一部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
民
健
康
保
険
法
が
改
正
さ
れ
、保

険
証
の
新
規
発
行
が
令
和
６
年
12
月
２

日
に
廃
止
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、保
険
証

の
廃
止
に
伴
い
虚
偽
の
届
出
に
係
る

罰
則
条
項
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

　
人
員
及
び
運
営
等
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例

　

人
材
確
保
が
困
難
な「
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」に
お
け
る
職
員
配
置
の

柔
軟
化
を
図
り
、職
員
の
配
置
基
準
を

緩
和
す
る
も
の
で
す
。

◆
生
活
衛
生
等
関
係
行
政
の
機
能
強
化

の
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理

に
関
す
る
条
例

　

関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
い
、関
連
す
る「
阿
武
町
簡
易

水
道
事
業
給
水
条
例
」の
中
で
引
用
さ

れ
て
い
る「
厚
生
労
働
省
令
」を「
国
土

交
通
省
令
」に
改
め
、「
阿
武
町
簡
易
水

道
事
業
に
係
る
布
設
工
事
監
督
者
及
び

水
道
技
術
管
理
者
に
関
す
る
条
例
」の

中
で
引
用
さ
れ
て
い
る「
厚
生
労
働
大

臣
」を「
国
土
交
通
大
臣
及
び
環
境
大

臣
」に
、そ
れ
ぞ
れ
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

現
在
１
期
４
年
目
を
迎
え
た

安
光 

明
文 

委
員
お
よ
び
三
浦 

美
和
子

委
員
の
任
期
が
、今
年
９
月
30
日
で
満

了
す
る
こ
と
か
ら
、両
委
員
の
再
任
に

つ
い
て
、議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
で

す
。

今
回
の
主
な
補
正
内
容

◆
令
和
６
年
度 

阿
武
町一般
会
計

補
正
予
算（
第
２
回
）

　
一
般
会
計
に
２
９
８
９
万
３
千
円
を

追
加
し
、総
額
を
34
億
３
８
８
６
万

５
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

● 

総
務
費：１
７
８
万
５
千
円 

増
額

　

経
費
の
節
減
を
図
る
公
共
施
設
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
事
業
に
伴
う「
の
う
そ
ん
セ
ン

タ
ー
」及
び「
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
の
リ
ー
ス
料
の
新
規
計
上
を

は
じ
め
、新
た
に
お
試
し
住
宅
と
す
る
た

め
の
元
宇
田
一
般
住
宅
の
改
修
工
事
費

の
新
規
計
上
の
ほ
か
、住
基
ネ
ッ
ト
シ
ス

テ
ム
の
点
検
保
守
委
託
料
に
係
る
シ
ス

テ
ム
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
の
作
業
量
の
増
加

に
伴
う
も
の
で
す
。

● 

民
生
費：３
７
９
万
７
千
円 

増
額

　

児
童
手
当
法
改
正
に
伴
う
会
計
年
度

職
員
の
人
件
費
の
一
部
を
社
会
総
務
費

か
ら
児
童
福
祉
総
務
費
へ
の
組
替
え
を

は
じ
め
、超
過
勤
務
手
当
の
増
額
、障
害

者
自
立
支
援
給
付
審
査
支
払
い
等
シ
ス

テ
ム
事
業
の
対
応
に
係
る
シ
ス
テ
ム
改

修
委
託
料
の
新
規
計
上
。

　

補
助
金
の
前
年
度
実
績
に
よ
る
返
還

金
の
新
規
計
上
、配
食
サ
ー
ビ
ス
公
用

車
任
意
保
険
料
の
新
規
計
上
、物
価
高

騰
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
見
込
み
世

帯
数
の
増
加
に
よ
る
増
額
お
よ
び
定
額

減
税
を
補
足
す
る
給
付
事
業
費
へ
の
組

替
え
の
ほ
か
、公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

事
業
に
伴
う
保
育
園
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の

リ
ー
ス
料
の
新
規
計
上
、福
賀
児
童
ク

ラ
ブ
の
エ
ア
コ
ン
修
繕
料
の
新
規
計
上

な
ど
で
す
。

● 

衛
生
費：８
６
３
万
６
千
円 

増
額

　

い
ら
お
苑
の
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
に
係
る
電
気
料
の
新
規
計
上
を
は

じ
め
、福
賀
診
療
所
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の

リ
ー
ス
料
の
新
規
計
上
、二
次
救
急
医

療
に
従
事
す
る
医
師
の
勤
務
手
当
へ
の

補
助
の
新
規
計
上
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
費
用

単
価
の
確
定
に
伴
う
委
託
料
不
足
分
の

増
額
お
よ
び
移
動
手
段
の
な
い
方
へ
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
機
会
を
確
保
す
る
た

め
の
送
迎
委
託
料
の
新
規
計
上
の
ほ
か
、

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
浄
化
槽
設
置

に
伴
う
検
査
手
数
料
、及
び
維
持
管
理

委
託
料
の
増
額
、リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

で
使
用
の
草
刈
り
機
、作
業
用
ブ
ロ
ワ

等
の
備
品
購
入
代
金
の
増
額
に
よ
る
も

の
で
す
。

● 

農
林
水
産
業
費：
４76
万
４
千
円 

増
額

　

農
事
組
合
法
人「
福
の
里
」の
従
業
員

１
名
の
雇
用
に
対
す
る
新
規
就
農
者
定

着
促
進
事
業
補
助
金
の
増
額
を
は
じ
め
、

無
角
和
種
繁
殖
セ
ン
タ
ー
の
放
牧
施
設

を
整
備
す
る
た
め
の
資
源
循
環
型
肉
用

牛
経
営
育
成
事
業
補
助
金
の
新
規
計
上
、

汚
泥
処
分
料
の
高
騰
、及
び
処
分
量
の

増
加
に
よ
る
農
業
集
落
排
水
事
業
会
計
、

及
び
漁
業
集
落
排
水
事
業
会
計
補
助
金

の
増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

● 

商
工
費：
527
万
７
千
円 

増
額

　

町
の
産
業
振
興
を
図
る
た
め
の
産
学

連
携
事
業
補
助
金
の
新
規
計
上
を
は
じ

め
、レ
ノ
フ
ァ
キ
ャ
ン
プ
に
係
る
イ
ベ
ン

ト
景
品
等
の
報
償
費
、消
耗
品
費
、備
品

購
入
費
の
ほ
か
、阿
武
町
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
印
刷
製
本
費
、清
ヶ

資
金
不
足
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

　

財
政
健
全
化
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

令
和
５
年
度
決
算
に
お
け
る
健
全
判
断

比
率
な
ど
を
報
告
す
る
も
の
で
す
。

◆
契
約
の
締
結
報
告
に
つ
い
て

◆
令
和
５
年
度
内
部
統
制
評
価
報
告
に

つ
い
て

　

令
和
４
年
に
発
生
し
た「
誤
振
込
み
」

を
受
け
て
、山
口
県
か
ら
内
部
統
制
に

対
す
る
強
い
要
請
が
あ
り
、昨
年
の
３

月
15
日
付
け
で「
阿
武
町
内
部
統
制
に

関
す
る
方
針
」を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で

す
が
、策
定
後
は
、地
方
自
治
法
第
150
条

第
４
項
の
規
定
に
よ
り
、評
価
し
た
報

告
書
を
毎
年
度
作
成
し
、同
条
第
５
項

の
規
定
に
よ
り
、報
告
書
を
監
査
委
員

の
審
査
に
附
し
、同
条
第
６
項
に
よ
り
、

監
査
委
員
の
意
見
を
付
け
て
議
会
に
報

告
す
る
も
の
で
す
。

令和 6年 第 3回

阿武町議会
定例会

会期：9月10日～19日

一般会計補正予算
2,989万3千円 増額

　

阿
武
町
議
会
９
月
定
例
会
で
は
、議
案
12
件
と
全
員
協
議
会
報
告

３
件
に
つ
い
て
慎
重
な
審
議
が
行
わ
れ
、す
べ
て
全
会
一
致
で
可
決
・
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
回
）は
、２
９
８
９
万
３
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
34
億
３
８
８
６
万
５
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

議案12件  全協報告3件

2



浜
観
光
交
流
事
業
消
耗
品
費
、キ
ャ
ン

プ
場
の
修
繕
及
び
改
修
工
事
費
の
増
額

の
ほ
か
、道
の
駅
に
係
る
施
設
の
修
繕

料
の
増
額
を
は
じ
め
、井
戸
水
の
配
管

工
事
、及
び
温
水
プ
ー
ル
多
目
的
ル
ー

ム
空
調
更
新
工
事
の
新
規
計
上
の
ほ
か
、

森
里
海
の
市
の
開
催
経
費
を
補
助
す
る

道
の
駅
交
流
イ
ベ
ン
ト
補
助
金
の
新
規

計
上
に
よ
る
も
の
で
す
。

● 

土
木
費：
256
万
３
千
円 

増
額

　

水
ヶ
迫
集
会
所
の
屋
根
の
経
年
劣
化

に
伴
う
改
修
工
事
を
行
う
も
の
で
す
。

● 

消
防
費：
６
万
４
千
円 

増
額

　

山
口
県
被
災
者
生
活
再
建
支
援
シ
ス

テ
ム
の
改
修
に
伴
う
負
担
金
の
増
額
に

よ
る
も
の
で
す
。

● 

教
育
費：
310
万
７
千
円 

増
額

　

校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
指
導
員
の

報
酬
を
阿
武
小
学
校
管
理
経
費
か
ら
教

育
委
員
会
管
理
経
費
へ
の
組
替
え
を
は

じ
め
、福
賀
小
学
校
の
会
計
年
度
任
用

職
員
、及
び
校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

指
導
員
の
報
酬
、社
会
保
険
料
等
の
追

加
計
上
、福
賀
小
学
校
陸
屋
根
防
水
工

事
の
増
額
。

　

宇
田
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
夜
間

照
明
の
ラ
ン
プ
と
安
定
器
の
取
替
工
事

の
新
規
計
上
の
ほ
か
、公
共
施
設
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
事
業
に
伴
う
、阿
武
小
学
校
、阿
武

中
学
校
、町
民
セ
ン
タ
ー
及
び
体
育
セ

ン
タ
ー
に
係
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
リ
ー
ス
料

の
新
規
計
上
に
よ
る
も
の
で
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業（
事
業
勘
定
）

特
別
会
計 

補
正
予
算（
第
２
回
）

　

30
万
円
を
追
加
し
、総
額
を
５
億
８
０

３
５
万
１
千
円
と
す
る
も
の
で
、一
般
被

保
険
者
療
養
費
の
実
績
見
込
み
に
よ
る

不
足
分
の
増
額
の
ほ
か
、生
活
習
慣
病

予
防
に
係
る
人
件
費
の
組
替
え
に
よ
る

も
の
で
す
。

◆
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
回
）

　

２
７
８
９
万
円
を
追
加
し
、総
額
を

６
億
３
６
９
５
万
６
千
円
と
す
る
も
の

で
、令
和
５
年
度
精
算
に
伴
う
介
護
給

付
費
負
担
金
及
び
地
域
支
援
事
業
交
付

金
の
返
還
金
の
確
定
の
ほ
か
、成
年
後

見
制
度
審
判
申
立
に
伴
う
司
法
書
士
へ

の
支
払
い
費
用
を
、報
償
費
か
ら
委
託

料
の
組
替
え
に
よ
る
も
の
で
す
。

◆
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
回
）

　

14
万
６
千
円
を
追
加
し
、総
額
を

９
８
８
８
万
２
千
円
と
す
る
も
の
で
、

増
額
の
内
訳
は
、企
業
債
利
息
の
不
足

分
を
補
う
も
の
で
す
。

◆
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
回
）

　

336
万
円
を
追
加
し
、総
額
を
２
憶
２
３
７

０
万
３
千
円
と
す
る
も
の
で
、増
額
の
内

訳
は
、農
業
集
落
排
水
及
び
漁
業
集
落

排
水
の
汚
泥
処
分
業
務
委
託
料
の
不
足

分
に
対
す
る
も
の
で
す
。

決
算
の
認
定

◆
令
和
５
年
度 

阿
武
町
各
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
度
阿
武
町
一
般
会
計
と

７
つ
の
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
に

つ
い
て
、監
査
委
員
の
報
告
に
基
づ
き

議
会
の
認
定
を
求
め
る
も
の
で
す
。

全
員
協
議
会 

報
告

◆
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

　
健
全
化
判
断
比
率
及
び

議
案
審
議

◆
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を 

    

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

       

関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号

          

の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の

            

提
供
に
関
す
る
条
例
の
全
部

                          

を
改
正
す
る
条
例

　
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
」の
改
正
に
伴
い
、

「
法
で
定
め
て
い
る
個
人
番
号
の
利
用

の
対
象
と
法
定
事
務
以
外
で
、本
町
が

独
自
に
個
人
番
号
を
利
用
で
き
る
事

務
」及
び「
本
町
内
部
の
別
機
関
で
あ
る

首
長
部
局
と
教
育
委
員
会
部
局
と
の
間

で
情
報
連
携
を
可
能
と
す
る
対
象
事
務

及
び
特
定
個
人
情
報
」に
関
し
て
、条
例

の
全
部
改
正
に
よ
り
所
用
の
規
定
整
備

を
行
う
も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
移
住
体
験
滞
在
施
設
の
設
置

　

 

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の一部
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
改
正
す
る
条
例

　

現
在
、使
途
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
旧

宇
田
中
学
校
の
校
長
住
宅
で
あ
っ
た
元

「
宇
田
一
般
住
宅
」を
移
住
お
試
し
住
宅

と
し
て
活
用
す
る
た
め
、新
た
に
阿
武
町

移
住
体
験
滞
在
施
設
の
一
つ
と
し
て
追

加
す
る
も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

　
　
　
　
　
　

 

一部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
民
健
康
保
険
法
が
改
正
さ
れ
、保

険
証
の
新
規
発
行
が
令
和
６
年
12
月
２

日
に
廃
止
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、保
険
証

の
廃
止
に
伴
い
虚
偽
の
届
出
に
係
る

罰
則
条
項
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

　
人
員
及
び
運
営
等
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例

　

人
材
確
保
が
困
難
な「
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」に
お
け
る
職
員
配
置
の

柔
軟
化
を
図
り
、職
員
の
配
置
基
準
を

緩
和
す
る
も
の
で
す
。

◆
生
活
衛
生
等
関
係
行
政
の
機
能
強
化

の
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る

法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理

に
関
す
る
条
例

　

関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
い
、関
連
す
る「
阿
武
町
簡
易

水
道
事
業
給
水
条
例
」の
中
で
引
用
さ

れ
て
い
る「
厚
生
労
働
省
令
」を「
国
土

交
通
省
令
」に
改
め
、「
阿
武
町
簡
易
水

道
事
業
に
係
る
布
設
工
事
監
督
者
及
び

水
道
技
術
管
理
者
に
関
す
る
条
例
」の

中
で
引
用
さ
れ
て
い
る「
厚
生
労
働
大

臣
」を「
国
土
交
通
大
臣
及
び
環
境
大

臣
」に
、そ
れ
ぞ
れ
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

現
在
１
期
４
年
目
を
迎
え
た

安
光 

明
文 

委
員
お
よ
び
三
浦 

美
和
子

委
員
の
任
期
が
、今
年
９
月
30
日
で
満

了
す
る
こ
と
か
ら
、両
委
員
の
再
任
に

つ
い
て
、議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
で

す
。

今
回
の
主
な
補
正
内
容

◆
令
和
６
年
度 

阿
武
町一般
会
計

補
正
予
算（
第
２
回
）

　
一
般
会
計
に
２
９
８
９
万
３
千
円
を

追
加
し
、総
額
を
34
億
３
８
８
６
万

５
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

● 

総
務
費：１
７
８
万
５
千
円 

増
額

　

経
費
の
節
減
を
図
る
公
共
施
設
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
事
業
に
伴
う「
の
う
そ
ん
セ
ン

タ
ー
」及
び「
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
の
リ
ー
ス
料
の
新
規
計
上
を

は
じ
め
、新
た
に
お
試
し
住
宅
と
す
る
た

め
の
元
宇
田
一
般
住
宅
の
改
修
工
事
費

の
新
規
計
上
の
ほ
か
、住
基
ネ
ッ
ト
シ
ス

テ
ム
の
点
検
保
守
委
託
料
に
係
る
シ
ス

テ
ム
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
の
作
業
量
の
増
加

に
伴
う
も
の
で
す
。

● 

民
生
費：３
７
９
万
７
千
円 

増
額

　

児
童
手
当
法
改
正
に
伴
う
会
計
年
度

職
員
の
人
件
費
の
一
部
を
社
会
総
務
費

か
ら
児
童
福
祉
総
務
費
へ
の
組
替
え
を

は
じ
め
、超
過
勤
務
手
当
の
増
額
、障
害

者
自
立
支
援
給
付
審
査
支
払
い
等
シ
ス

テ
ム
事
業
の
対
応
に
係
る
シ
ス
テ
ム
改

修
委
託
料
の
新
規
計
上
。

　

補
助
金
の
前
年
度
実
績
に
よ
る
返
還

金
の
新
規
計
上
、配
食
サ
ー
ビ
ス
公
用

車
任
意
保
険
料
の
新
規
計
上
、物
価
高

騰
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
見
込
み
世

帯
数
の
増
加
に
よ
る
増
額
お
よ
び
定
額

減
税
を
補
足
す
る
給
付
事
業
費
へ
の
組

替
え
の
ほ
か
、公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

事
業
に
伴
う
保
育
園
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の

リ
ー
ス
料
の
新
規
計
上
、福
賀
児
童
ク

ラ
ブ
の
エ
ア
コ
ン
修
繕
料
の
新
規
計
上

な
ど
で
す
。

● 

衛
生
費：８
６
３
万
６
千
円 

増
額

　

い
ら
お
苑
の
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
に
係
る
電
気
料
の
新
規
計
上
を
は

じ
め
、福
賀
診
療
所
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の

リ
ー
ス
料
の
新
規
計
上
、二
次
救
急
医

療
に
従
事
す
る
医
師
の
勤
務
手
当
へ
の

補
助
の
新
規
計
上
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
費
用

単
価
の
確
定
に
伴
う
委
託
料
不
足
分
の

増
額
お
よ
び
移
動
手
段
の
な
い
方
へ
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
機
会
を
確
保
す
る
た

め
の
送
迎
委
託
料
の
新
規
計
上
の
ほ
か
、

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
浄
化
槽
設
置

に
伴
う
検
査
手
数
料
、及
び
維
持
管
理

委
託
料
の
増
額
、リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

で
使
用
の
草
刈
り
機
、作
業
用
ブ
ロ
ワ

等
の
備
品
購
入
代
金
の
増
額
に
よ
る
も

の
で
す
。

● 

農
林
水
産
業
費：
４76
万
４
千
円 

増
額

　

農
事
組
合
法
人「
福
の
里
」の
従
業
員

１
名
の
雇
用
に
対
す
る
新
規
就
農
者
定

着
促
進
事
業
補
助
金
の
増
額
を
は
じ
め
、

無
角
和
種
繁
殖
セ
ン
タ
ー
の
放
牧
施
設

を
整
備
す
る
た
め
の
資
源
循
環
型
肉
用

牛
経
営
育
成
事
業
補
助
金
の
新
規
計
上
、

汚
泥
処
分
料
の
高
騰
、及
び
処
分
量
の

増
加
に
よ
る
農
業
集
落
排
水
事
業
会
計
、

及
び
漁
業
集
落
排
水
事
業
会
計
補
助
金

の
増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

● 

商
工
費：
527
万
７
千
円 

増
額

　

町
の
産
業
振
興
を
図
る
た
め
の
産
学

連
携
事
業
補
助
金
の
新
規
計
上
を
は
じ

め
、レ
ノ
フ
ァ
キ
ャ
ン
プ
に
係
る
イ
ベ
ン

ト
景
品
等
の
報
償
費
、消
耗
品
費
、備
品

購
入
費
の
ほ
か
、阿
武
町
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
印
刷
製
本
費
、清
ヶ

❶
阿
武
町
地
域
防
災
計
画
改
定
業
務

【
㈱
ぎ
ょ
う
せ
い
中
国
支
社
】

〈
792
万
円
〉

❷（
令
和
５
年
度
繰
越
）無
角
和
種
振
興
公
社

ト
イ
レ
整
備
工
事

【
阿
武
建
設
㈱
】

〈
522
万
５
千
円
〉

❸
奈
古
漁
港
浜
崎
護
岸
機
能
保
全
工
事

（
第一工
区
）

【
黒
瀬
建
設
㈱
】

〈
３
８
７
２
万
円
〉

❹
奈
古
漁
港
浜
崎
護
岸
機
能
保
全
工
事

（
第
二
工
区
）

【
太
陽
技
建
工
業
㈱
】

〈
３
９
３
８
万
円
〉

❺
町
道
舗
装
改
修
工
事（
福
賀
地
区
）

【
小
田
建
設
㈱
】

〈
１
２
４
６
万
３
千
円
〉

❻
宇
田
郷
漁
港
海
岸　
今
浦
護
岸
測
量
調
査

設
計
業
務

【
中
電
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
㈱
】

〈
２
０
７
１
万
３
千
円
〉

❼
宇
田
郷
漁
港
海
岸　
尾
無
護
岸
測
量
調
査

設
計
業
務

【
復
建
調
査
設
計
㈱
】

〈
１
９
３
０
万
５
千
円
〉

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の施行により、平成19年度決算から、健全化判断比率および
公営企業会計の資金不足比率の算定・公表が義務付けられています。
　令和５年度決算に基づく阿武町の健全化判断比率および資金不足比率は下記のとおりです。
　いずれの比率も早期健全化基準・経営健全化基準を大きく下回っており、健全な財政状況にあり、３つの公営
企業会計（特別会計）はいずれも黒字であるため、資金不足比率は、いずれも「 ̶ 」（該当なし）で、健全段階ですが、
引き続き効率的な財政運営に努めていきます。

④ 将来負担比率

③ 実質公債比率

② 連結実質赤字比率

① 実質赤字比率
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阿武町の
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早期健全化基準
（イエローカード）

将来、町が支払う借入金返済額などの割合

１年間で支払った借入金返済額などの割合

全会計（一般会計と７つの特別会計）の赤字の割合

一般会計の赤字の割合

説　明

※一般会計は８億3,769万円 （38.47%）の黒字であるため、実質赤字比率は「 ̶ 」（該当なし）で、健全段階です。

※全会計の合算で８億8,053万円 （40.44%）の黒字であるため、連結実質赤字比率は「 ̶ 」（該当なし）で、健全段階です。

※毎年度、経常的に収入される財源（地方交付税など）のうち実質的な公債費相当額が占める割合の、３ヶ年の平均値です。
　実質公債比率は「△0.5％」（算定結果がマイナスの値）で、健全段階です。※18.0％を超えると地方債を発行する際に県知事の許可が必要となります。

※将来、負担すべき負債が充当可能な財源で賄えることから、将来負担比率は「 ̶ 」（該当なし）で、健全段階です。

  阿武町の健全化判断比率・資金不足比率の公表

簡易水道事業特別会計・農業集落排水事業特別会計・漁業集落排水事業特別会計
資金不足比率対象公営企業会計

20.0％̶

阿武町の
算定結果

経営健全化基準
（イエローカード） 総務課 財政係 

☎2-3110

資
金
不
足
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

　

財
政
健
全
化
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

令
和
５
年
度
決
算
に
お
け
る
健
全
判
断

比
率
な
ど
を
報
告
す
る
も
の
で
す
。

◆
契
約
の
締
結
報
告
に
つ
い
て

◆
令
和
５
年
度
内
部
統
制
評
価
報
告
に

つ
い
て

　

令
和
４
年
に
発
生
し
た「
誤
振
込
み
」

を
受
け
て
、山
口
県
か
ら
内
部
統
制
に

対
す
る
強
い
要
請
が
あ
り
、昨
年
の
３

月
15
日
付
け
で「
阿
武
町
内
部
統
制
に

関
す
る
方
針
」を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で

す
が
、策
定
後
は
、地
方
自
治
法
第
150
条

第
４
項
の
規
定
に
よ
り
、評
価
し
た
報

告
書
を
毎
年
度
作
成
し
、同
条
第
５
項

の
規
定
に
よ
り
、報
告
書
を
監
査
委
員

の
審
査
に
附
し
、同
条
第
６
項
に
よ
り
、

監
査
委
員
の
意
見
を
付
け
て
議
会
に
報

告
す
る
も
の
で
す
。

3



＊　＊
原

＊　＊
市

＊　

国
保
税
の
引
き
下
げ

に
つ
い
て

基
金
は
今
後
本
当
に

必
要
な
時
に
活
用

問　
阿
武
町
に
は
現
在
約
２
億

円
の
基
金
が
あ
り
、国
保
加
入

の
１
世
帯
あ
た
り
約
31
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　

県
内
19
市
町
で
断
ト
ツ
の
多

さ
で
あ
り
、過
去
の
一
般
質
問
で

も「
基
金
が
あ
る
か
ら
と
安
易

に
引
き
下
げ
に
使
う
の
で
は
な

い
。19
市
町
で
も
低
い
方
で
あ

り
、ま
だ
引
き
下
げ
よ
う
と
い

う
の
か
」な
ど
と
答
弁
が
な
さ

れ
て
き
た
。

　

基
金
は
国
保
加
入
者
の
国
保

税
が
積
み
あ
が
っ
た
も
の
で
あ

り
、速
や
か
に
基
金
を
取
り
崩

し
て
国
保
加
入
者
へ
引
き
下
げ

と
い
う
形
で
返
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

町
長　
本
町
の
国
民
健
康
保
険

事
業
財
政
調
整
基
金
は
約
２
億

円
あ
る
。

　

こ
の
国
保
事
業
特
別
会
計
の

収
入
に
は
、国
保
税
の
ほ
か
に

町
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
、

国
・
県
か
ら
の
保
険
基
盤
安
定

負
担
金
や
、県
か
ら
の
繰
入
金
・

特
別
調
整
交
付
金
な
ど
で
成
り

立
っ
て
い
る
。

　

こ
の
財
源
を
基
に
、被
保
険

者
へ
の
保
険
給
付
費
等
を
確
保

し
て
い
る
。ま
た
、被
保
険
者
が
、

住
民
健
診
な
ど
の
保
険
事
業
に

取
り
組
ま
れ
た
結
果
、医
療
費

の
抑
制
に
つ
な
が
り
、余
剰
金

が
積
み
あ
が
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

国
保
税
は
県
下
で
も
一
番
低

い
状
況
で
あ
り
、基
金
を
使
っ

て
の
引
き
下
げ
は
必
要
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

　

今
後
こ
の
基
金
を
使
う
と
す

れ
ば
激
変
緩
和
の
た
め
や
、現

在
進
め
て
い
る
新
複
合
診
療
施

設
は
、国
・
県
か
ら
の
補
助
や
医

師
確
保
の
観
点
か
ら
、国
保
の

直
営
診
療
所
と
す
る
こ
と
が
望

ま
し
く
、そ
の
際
基
金
か
ら
一
定

額
を
整
備
費
の
一
部
に
充
て
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

副
町
長
と

総
務
課
長
事
務
取
扱

兼
任
に
つ
い
て

現
状
の
体
制
を
継
続
し

て
い
く

問　
６
月
議
会
で「
法
的
に
は

何
ら
問
題
が
な
い
」と
の
答
弁

だ
っ
た
が
、こ
の
根
拠
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
。ま
た
、「
臨
時
」と

い
う
言
葉
を
ど
う
認
識
し
て
い

る
の
か
。

町
長　
阿
武
町
の
よ
う
な
小
さ

い
町
で
は
、副
町
長
が
総
務
課

長
の
職
務
を
取
り
扱
う
こ
と
は

十
分
可
能
で
あ
る
と
確
信
し
て

い
る
。

　

行
事
が
重
な
っ
た
時
や
、対

外
的
に
も
総
務
課
長
が
、町
長

の
代
理
と
い
う
の
で
は
な
く
、

特
別
職
と
し
て
副
町
長
が
、町

長
の
代
理
を
務
め
る
と
い
う
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。現

時
点
で
は
兼
務
を
解
消
す
る
考

え
は
な
い
。

　

ま
た
、「
臨
時
」に
つ
い
て
、地

方
自
治
法
第
166
条
の
解
釈
・
運

用
実
例
に
よ
る
と「
副
市
町
村

長
」に
一
般
事
務
職
員
の
職
務

を
取
り
扱
わ
せ
る
必
要
が
臨
時

に
生
じ
た
場
合
は「
事
務
取
扱
」

を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
あ

る
。

　
一
般
的
に
は「
一
時
的
な
間
に

合
わ
せ
」で
あ
る
が
、法
令
で
は

「
臨
時
特
例
法
」や「
臨
時
特
措

法
」な
ど「
臨
時
」と
名
が
つ
い

て
い
る
が
、長
期
に
わ
た
っ
て
適

用
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
る
。

　

副
町
長
に
つ
い
て
は
、今
年

３
月
を
も
っ
て（
株
）あ
ぶ
ク
リ

エ
イ
シ
ョ
ン
の
社
長
を
退
任
し
、

身
軽
に
な
っ
た
分
こ
れ
ま
で
以

上
に
、副
町
長
及
び
総
務
課
長

事
務
取
扱
と
し
て
職
務
を
全
う

す
る
よ
う
指
示
を
出
し
て
い
る
。

　

人
口
が
３
０
０
０
人
を
切
っ

た
阿
武
町
で
は
、現
在
の
体
制

が
ベ
タ
ー
で
あ
る
。

＊　＊
村

＊　＊
上

町
の
観
光
振
興
に

向
け
た
事
業
者
支
援
に

つ
い
て

事
業
者
が
主
体
と
な
っ
て

展
開
で
き
る
よ
う

関
係
機
関
と
検
討
し

Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に

お
こ
な
っ
て
い
く

問　
町
の
地
方
創
生
事
業
の
ひ

と
つ
と
し
て
、阿
武
町
の
体
験

型
観
光
事
業
が
動
き
出
し
た
。

　

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
造
成
や

継
続
の
た
め
の
事
業
者
支
援
が

で
き
な
い
か
。

　

ま
た
、食
の
体
験
と
し
て
は
、

町
民
に
よ
る
テ
ス
ト
キ
ッ
チ
ン

の
積
極
的
な
利
用
も
課
題
と

な
っ
て
い
る
。利
用
目
的
に
合
っ

た
料
金
設
定
も
必
要
で
は
な
い

か
。

町
長　
町
は
こ
れ
ま
で
に
、観

光
行
政
の
ひ
と
つ
と
し
て
道
の

駅
阿
武
町
を
運
営
す
る（
株
）あ

ぶ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
を
設
立
し
、

阿
武
町
観
光
ナ
ビ
協
議
会
や

（
一
社
）あ
ぶ
ナ
ビ
と
連
携
し
な

が
ら
、体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
や
特

産
品
開
発
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。

　

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営
の
ア

テ
ン
ド
等
、人
的
支
援
に
つ
い
て

は（
一
社
）あ
ぶ
ナ
ビ
や
集
落
支

援
員
に
よ
る
支
援
が
可
能
で
あ

る
と
考
え
る
。

　

資
金
的
支
援
と
し
て
は
、町

が
用
意
し
て
い
る「
阿
武
町
起

業
化
支
援
補
助
金
」や「
阿
武
町

特
産
品
開
発
補
助
金
」等
を
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

テ
ス
ト
キ
ッ
チ
ン
の
利
用
に

つ
い
て
は
、利
用
料
は
町
民
セ
ン

タ
ー
と
比
較
し
て
も
高
額
で
あ

る
と
は
感
じ
て
い
な
い
が
、い
ず

れ
に
し
て
も
、事
業
者
主
体
と

な
っ
て
展
開
で
き
る
よ
う
、再

度
検
討
し
、積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
に

も
努
め
る
。

　

不
登
校
に
つ
い
て

一
人
一
人
の
状
況
や

ニ
ー
ズ
の
状
況
に
応
じ
た

対
策・支
援
を
行
う

問　
文
部
科
学
省
の「
令
和
４

年
度
児
童
生
徒
の
問
題
行
動
・

不
登
校
等
・
生
活
指
導
上
の
諸

課
題
に
関
す
る
調
査
結
果
」で

は
令
和
４
度
小
中
学
校
不
登
校

児
童
数
は
、29
万
９
０
４
８
人
、

前
年
度
比
22.1
％
増
加
と
な
り
過

去
最
多
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、第
７
次
阿
武
町
総

合
計
画
に
、町
の
力
と
な
る
ひ

と
づ
く
り「
阿
武
町
っ
子
」の
育

成
が
掲
げ
ら
れ
、そ
の
課
題
に

「
い
じ
め
」や「
不
登
校
」が
全
国

的
に
問
題
化
し
て
い
る
中
、

阿
武
小
中
学
校
で
も
い
じ
め
が

毎
年
発
生
し
て
い
る
と
記
載
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
に
お
い
て
、

家
庭
支
援
チ
ー
ム「
お
ひ
さ

ま
」・「
お
ひ
さ
ま
カ
フ
ェ
」の
活

動
、及
び
通
級
指
導
教
室
や
児

童
虐
待
、ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
対
応
状
況
等
は
。

教
育
長　
文
部
科
学
省
が
毎

年
行
う
調
査
に
よ
る
と
令
和
４

年
度
の
不
登
校
児
童
生
徒
数
は

全
国
で
30
万
人
。

　

小
学
生
で
い
う
と
59
人
に
１

人
、中
学
生
で
は
17
人
に
１
人

が
不
登
校
と
な
り
、令
和
５
年

度
の
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
さ

ら
に
上
回
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

そ
こ
で
家
庭
支
援
チ
ー
ム

「
お
ひ
さ
ま
」を
令
和
３
年
度
に

結
成
し
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成

講
座
を
受
講
。現
在
７
名
の
メ

ン
バ
ー
で
活
動
し
て
い
る
。

　

主
な
活
動
は
学
期
末
の
懇
談

会
や
入
学
説
明
会
等
の
支
援
、

ま
た「
お
ひ
さ
ま
カ
フ
ェ
」を
開

催
し
、情
報
交
換
や
個
別
の
相

談
に
応
じ
て
い
る
。　　
　
　

　
「
通
級
指
導
教
室
の
利
用
状

況
」は
一
部
の
授
業
時
間
や
放

課
後
に
お
い
て
特
別
支
援
を
受

け
、小
学
校
で
は
毎
年
10
人
程

度
・
中
学
校
で
は
５
人
程
度
と

横
ば
い
が
続
い
て
い
る
。

　
「
児
童
虐
待
の
現
状
」つ
い
て

は
こ
こ
数
年
事
案
は
な
く
、「
子

ど
も
支
援
会
議
」等
に
お
い
て

情
報
を
共
有
し
、健
康
福
祉
課

や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
等
と
連
携
し
見
守
り
を
し

て
い
る
。

　

そ
し
て
、「
い
じ
め
早
期
対
応

に
つ
い
て
」と「
い
じ
め
対
策
委

員
会
の
取
り
組
み
」は
毎
週
１

回「
い
じ
め
に
関
す
る
調
査
」を

行
い
、疑
い
や
発
展
す
る
恐
れ

が
あ
る
場
合「
校
内
い
じ
め
委

員
会
」を
開
催
。

　

ま
た
確
認
さ
れ
た
時
は
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

に
つ
な
い
で
い
る
。

　

以
前
は
、「
不
登
校
の
子
を
い

か
に
学
校
に
復
帰
さ
せ
る
か
」

を
最
終
目
標
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
た
が
、現
在
は
無
理
矢
理

学
校
に
復
帰
さ
せ
る
の
で
は
な

く
、「
不
登
校
に
よ
り
学
び
に
ア

ク
セ
ス
で
き
な
い
子
を
ゼ
ロ
に

す
る
。不
登
校
の
子
が
学
び
た

い
と
思
っ
た
時
に
学
べ
る
環
境

を
整
え
る
。」こ
と
を
目
標
と
し

て
い
る
。

　

そ
の
た
め
に
、文
部
科
学
省

が
提
唱
す
る「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ

プ
ラ
ン
」で
も
学
校
だ
け
で
こ

の
問
題
を
抱
え
る
の
で
は
な
く
、

学
校
、行
政
、地
域
社
会
、各
家

庭
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

等
が
相
互
に
連
携
し
、子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
持

ち
場
で
取
り
組
み
を
進
め
る
こ

と
が
必
要
と
い
う
こ
と
が
謳
わ

れ
て
い
る
。

＊　

令
和
５
年
度
決
算
の

執
行
状
況
は

　
総
括
表
で　
％
で

あ
る
が
、繰
越
な
ど
を
含

む
実
質
的
な
執
行
率
は

　
％
で
妥
当
で
あ
る

問　
予
算
の
執
行
率
や
、次
年

度
へ
の
繰
越
な
ど
考
え
る
と
、

住
民
が
恩
恵
を
実
感
で
き
る
よ

う
な
、例
え
ば
商
品
券
事
業
の

増
額
等
も
考
え
ら
れ
な
い
か
。

町
長　
国
の
交
付
金
を
使
っ
た

商
品
券
事
業
で
は
、昨
年
度
は
、

町
の
一
般
財
源
で
上
乗
せ
を

行
っ
た
。

　

今
年
度
、国
の
交
付
金
の
額

が
減
っ
た
が
、昨
年
度
の
約
２

倍
の
一
般
財
源
を
投
じ
て
、一
人

5
0
0
0
円
の
商
品
券
事
業
を

行
っ
た
。

問　
最
近
、教
員
の
教
職
調
整

額
を
４
％
か
ら
13
％
に
引
き
上

げ
る
と
い
う
報
道
を
見
た
。議

会
の
補
正
予
算
で
は
職
員
の
異

動
に
伴
う
人
件
費
の
補
正
は
よ

く
見
る
が
、超
過
勤
務
手
当
の

増
額
補
正
と
い
う
の
は
、見
た

覚
え
が
な
い
。

　

ま
た
、タ
イ
ム
カ
ー
ド
の
よ

う
な
残
業
時
間
が
わ
か
る
デ
ー

タ
を
見
た
こ
と
が
な
い
が
、残

業
時
間
等
、職
員
毎
の
差
を
集

計
す
る
デ
ー
タ
は
あ
る
の
か
。

　

ま
た
、職
員
の
残
業
等
の
清

算
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長　
か
つ
て
、超
過
勤
務
手

当
は
基
本
給
総
額
の
４
％
で
予

算
編
成
を
し
て
い
た
が
、昨
年

度
か
ら
、基
本
給
の
５
％
に
増

額
、ま
た
、コ
ロ
ナ
や
災
害
等
の

特
別
な
も
の
に
対
応
す
べ
く
、

特
別
枠
100
万
円
も
併
せ
て
計
上

し
、各
課
横
断
的
に
対
応
で
き

る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。

　

時
間
外
勤
務
は
、職
員
の
申

出
に
対
し
、各
所
属
長
が
必
要

に
応
じ
て
時
間
外
勤
務
を
命
令

す
る
形
を
と
っ
て
い
る
。

　

時
間
外
勤
務
が
多
い
職
員
に

つ
い
て
は
、各
所
属
長
が
、時
間

外
勤
務
の
抑
制
に
努
め
、極
力

時
間
外
勤
務
を
命
令
し
な
い
よ

う
に
指
導
し
て
い
る
。

　

ま
た
、残
業
時
間
に
関
し
て

も
21
時
以
降
の
残
業
は
行
わ
な

い
事
と
し
て
い
る
。

問　
残
業
時
間
等
の
デ
ー
タ
は
、

人
件
費
の
増
減
を
参
考
に
各
部

署
の
人
員
配
置
の
増
減
、人
事

評
価
の
参
考
に
な
っ
た
り
す
る

が
、そ
う
い
っ
た
判
断
材
料
は

あ
る
の
か
。

　

残
業
す
る
職
員
が
皆
、仕
事

を
し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な

い
が
、無
駄
な
残
業
を
防
ぐ
為
、

改
善
す
る
為
に
上
司
と
職
員
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
取

れ
て
い
る
の
か
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
機
会
や
時
間
は

し
っ
か
り
あ
る
の
か
。

　

頑
張
っ
た
職
員
が
損
を
す
る

よ
う
な
職
場
に
な
っ
て
は
い
な

い
か
。

町
長　
人
員
配
置
や
人
事
評
価

に
つ
い
て
も
、様
々
な
判
断
材

料
に
よ
り
、各
所
属
長
の
会
議

を
経
て
決
定
し
て
い
る
。

　

働
き
方
改
革
は
今
の
時
代
、

職
員
の
健
康
や
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
維
持
の
観
点
か
ら
も
、非
常

に
重
要
な
事
だ
と
認
識
し
て
お

り
、常
日
頃
、職
員
の
健
康
管
理

や
、働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ

く
り
に
気
を
配
っ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、毎
朝

の
各
所
属
長
と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
に
お
い
て
、各
所
属
長
に
、職

員
の
健
康
管
理
や
時
間
外
勤
務

の
削
減
等
の「
部
下
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」を
き
っ
ち
り
行
う
よ

う
、ま
た
、役
場
内
部
事
務
、日

常
業
務
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン

ド
・
ビ
ル
ド
を
行
い
、事
務
の
削

減
及
び
業
務
の
効
率
化
を
図
る

よ
う
、指
導
し
て
い
る
。

　

職
員
の
健
康
、メ
ン
タ
ル
に

関
し
て
も
、衛
生
委
員
会
や
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
、産
業
医
と
の

面
談
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
研
修
等
行
っ
て
い
る
。

　
農
地
を
守
る
た
め
、町

と
し
て
ど
う
考
え
る
の
か

　　
地
元
に
不
利
益
が
生
じ

な
い
よ
う
に
町
と
し
て
も

最
善
の
努
力
を
す
る

問　
渇
水
で
木
与
地
区
の
棚
田

で
は
水
稲
の
植
え
付
け
が
出
来

て
い
な
い
。

　

地
元
農
業
法
人
の
方
に
伺
う

と
、木
与
防
災
道
路
と
の
関
係

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
国
交

省
と
話
し
た
が
、調
査
を
行
う

と
の
返
答
で
あ
り
、今
年
産
の

作
付
け
は
断
念
し
た
。

　

対
応
策
と
し
て
、Ａ
Ｂ
Ｕ

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
パ
ー
ク
の
用
地

が
耕
作
可
能
だ
っ
た
た
め
、大

幅
な
耕
作
面
積
の
減
少
に
は
な

ら
な
か
っ
た
が
、来
年
に
向
け

て
、ど
う
交
渉
し
て
い
く
の
か

不
安
視
さ
れ
て
い
る
。

　

木
与
防
災
道
路
の
影
響
と
決

ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、町
と

し
て
も
、防
災
道
路
は
必
要
で

あ
る
と
協
力
し
て
き
た
立
場
も

あ
る
が
、や
ま
ぐ
ち
の
棚
田
20

選
に
も
選
ば
れ
た
、風
光
明
媚

な
観
光
地
と
も
さ
れ
て
い
る
農

地
を
守
る
た
め
、町
と
し
て
ど

う
考
え
る
の
か
。

町
長　
国
交
省
と
話
し
合
い
の

場
が
持
た
れ
、因
果
関
係
を
調

査
す
る
た
め
、現
在
、各
種
調

査
・
解
析
を
実
施
し
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。

　

国
交
省
は
、用
水
確
保
の
た

め
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
や
、用

水
の
余
り
水
を
反
復
利
用
す
る

ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
な
ど
に
協
力
し
、

色
々
と
制
約
の
あ
る
中
で
、用

水
確
保
の
た
め
最
善
を
尽
く
し

て
お
り
、真
摯
な
対
応
に
は
、町

と
し
て
も
感
謝
し
て
い
る
。

　

ト
ン
ネ
ル
工
事
中
は
、性
質

上
一
時
的
な
影
響
が
生
じ
る
可

能
性
は
あ
る
が
、因
果
関
係
を

調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。木
与

地
区
の
棚
田
が
、将
来
に
渡
り

耕
作
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

来
年
度
以
降
も
耕
作
地
の
確

保
が
必
要
で
あ
れ
ば
、地
元
に

不
利
益
が
生
じ
な
い
よ
う
、町

と
し
て
も
最
善
の
努
力
を
す
る
。

　
　

中
学
校
の
部
活
動
は

残
り
２
年
で
地
域
移
行

で
き
る
の
か

地
域
ク
ラ
ブ
を
ど
の
よ

う
に
作
っ
て
い
く
の
か

が
大
き
な
課
題

問　
町
で
は
、中
学
校
の
部
活

動
を
地
域
ク
ラ
ブ
に
移
行
し
て

い
く
期
間
を
、令
和
８
年
９
月

ま
で
と
し
て
お
り
、残
期
間
は

２
年
を
切
っ
た
。

　

地
域
移
行
を
町
内
だ
け
で
完

結
す
る
の
は
難
し
く
、萩
市
や

長
門
市
と
の
連
携
が
な
い
と
で

き
な
い
の
で
な
い
か
と
は
考
え

る
。

 

し
か
し
、広
域
で
の
活
動
と
な

る
と
保
護
者
、生
徒
双
方
の
負

担
も
大
き
く
な
り
、部
活
動
に

参
加
し
な
い
生
徒
が
増
え
る
と

考
え
ら
れ
る
。

 

先
生
方
の
働
き
方
改
革
も
大

事
だ
が
、子
ど
も
た
ち
の
部
活

動
を
取
り
巻
く
環
境
も
整
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。あ
と
２
年

で
ど
う
な
る
の
か
。

教
育
長　
「
地
域
ク
ラ
ブ
」を
ど

の
よ
う
に
作
っ
て
い
く
の
か
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

 

保
護
者
の
負
担
軽
減
の
観
点

か
ら
も
、現
在
す
で
に
ク
ラ
ブ

登
録
さ
れ
て
い
る「
Ａ
Ｂ
Ｕ
柔

道
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」

以
外
に
、新
た
に
、町
内
に
運
動

ク
ラ
ブ
、文
化
ク
ラ
ブ
を
そ
れ

ぞ
れ
２
つ
程
度
作
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。

 

近
い
将
来
、多
く
の
ク
ラ
ブ
が

広
域
で
一
緒
に
活
動
す
る
時
が

来
る
と
思
う
が
、ま
ず
は
そ
れ

ぞ
れ
の
自
治
体
で
、地
域
の
実

情
に
合
っ
た
体
制
整
備
に
努
め

て
い
る
。

 

大
会
出
場
に
必
要
な
資
格
を

も
っ
た
指
導
者
の
確
保
、保
護

者
の
経
済
的
負
担
、け
が
や
事

故
に
対
す
る
責
任
問
題
等
、課

題
は
た
く
さ
ん
あ
る
が
、教
育

委
員
会
と
し
て
は
、令
和
８

年
度
の
秋
を
目
標
に
、小
回
り

の
き
く
阿
武
町
の
強
み
を
生
か

し
、ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
こ

の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
る
。

　
行
政
手
続
き
に
お
け
る

特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

個
人
番
号
の
利
用
及
び

特
定
個
人
情
報
の
提
供

に
関
す
る
条
例
の
全
部
を

改
正
す
る
条
例

採
決　
賛
成
5
名
反
対
1
名
に

て
、可
決

質
問　
条
例
改
正
に
反
対
す
る

理
由
は
。

反
対
委
員　
所
属
政
党
が
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
反
対
し

て
い
る
為
、関
連
す
る
も
の
に

は
反
対
す
る
。

＊
＊　

阿
武
町
移
住
体
験
滞
在

施
設
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

問　
既
存
の
移
住
体
験
滞
在
施

設
の
利
用
状
況
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
過
去

５
年
に
渡
り
、利
用
が
あ
り
、約

半
分
の
利
用
者
が
阿
武
町
へ
の

移
住
に
繋
が
っ
た
。

　

近
年
は
１
／
４
ワ
ー
ク
ス
の

利
用
も
あ
る
。

令
和
６
年
度 

一般
会
計

補
正
予
算（
第
２
回
）

問　
各
施
設
の
L
E
D
照
明

リ
ー
ス
料
の
詳
細
は
。

副
町
長　
2
0
2
7
年
に
蛍
光

灯
が
製
造
中
止
予
定
で
、

L
E
D
に
変
わ
る
中
、各
施
設

も
含
め
て
、リ
ー
ス
代
と
高
騰

す
る
電
気
代
を
比
べ
る
と
、年

間
約
70
万
円
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

に
つ
な
が
る
。

　

施
設
に
よ
っ
て
は
蛍
光
灯
部

分
だ
け
で
な
く
、照
明
器
具
そ

の
も
の
や
安
定
器
の
交
換
も
行

う
様
に
な
る
。

問　
救
急
勤
務
医
確
保
事
業

補
助
金
の
内
容
は
。

健
康
福
祉
課
長　
２
次
救
急

医
療
機
関
の
夜
間
救
急
医
療
で
、

患
者
の
入
院
時
の
町
の
負
担
分

で
あ
る
。

問　
清
ヶ
浜
の
キ
ャ
ン
プ
場

（KIYO
G
AH
AM
A BASE

）の

改
修
工
事
の
詳
細
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
清
ヶ

浜
の
キ
ャ
ン
プ
場
事
務
所
で
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
と
、経
費
回
収

を
考
え
、今
後
、か
き
氷
等
の
販

売
も
行
う
為
、飲
食
店
営
業
の

許
可
に
必
要
な
シ
ン
ク
等
の
改

修
を
行
う
。

問　
住
宅
管
理
費
の
工
事
請
負

費
の
内
容
は
。

土
木
建
築
課
長　
水
ヶ
迫
集
会

所
の
改
修
工
事
で
、経
年
劣
化

に
よ
り
、屋
根
の
一
部
分
に
穴
が

開
き
、雨
漏
り
に
つ
な
が
る
為
、

カ
バ
ー
工
法
で
補
修
す
る
。

令
和
５
年
度 

各
会
計

歳
入
歳
出
決
算

問　
企
画
振
興
費
の
交
流
イ
ベ

ン
ト
の
内
容
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長 

３
月

15
日
〜
17
日
、A
B
U
キ
ャ
ン

プ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
オ
ー
プ
ン

１
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、

８
月
20
日
の
道
の
駅
阿
武
町
登

録
30
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
を

行
っ
た
。

問　
社
会
福
祉
総
務
費
の
成
年

後
見
制
度
利
用
支
援
事
業
報

酬
で
の
、成
年
後
見
制
度
の
利

用
状
況
は
。

健
康
福
祉
課
長 

昨
年
度
は
３

件
の
相
談
が
あ
り
、弁
護
士
、

司
法
書
士
に
よ
る
成
年
後
見
制

度
の
利
用
に
関
し
て
検
討
を
行

う
際
の
報
酬
で
あ
る
。

問　
小
規
模
農
家
対
象
の
有
害

鳥
獣
対
策
は
。

農
林
水
産
課
長 

町
で
は
、対
象

農
家
を
拡
充
す
る
為
、販
売
額

の
下
限
を
20
万
円
以
上
と
、条

件
を
緩
和
し
て
少
し
で
も
多
く

の
生
産
農
家
さ
ん
を
対
象
に
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

問　
簡
易
水
道
、農
業
集
落
排

水
、漁
業
集
落
排
水
、各
特
別
会

計
の
不
用
額
が
多
い
理
由
は
。

土
木
建
築
課
長 

公
営
企
業
会

計
に
移
行
す
る
為
、債
券
、債
務

を
未
収
金
、未
払
金
と
し
て
整

理
し
た
。　

昨
年
度
３
月
末
日

で
、業
務
は
完
了
し
て
い
る
が
、

業
者
へ
の
支
払
い
等
、特
例
的

未
払
金
と
し
て
４
月
以
降
に
支

払
い
、決
算
書
上
は
不
用
額
と

な
っ
た
。

米津 高明 議員 
よねつ　たかあき

西村 容子 議員 
にしむら    ようこ

上村 萌那 議員 
かみむら　 もな

ビジターセンター内テストキッチンの様子

一
般
質
問  

第
３
回
定
例
会    

９
月
10
日

4



＊　＊
原

＊　＊
市

＊　

国
保
税
の
引
き
下
げ

に
つ
い
て

基
金
は
今
後
本
当
に

必
要
な
時
に
活
用

問　
阿
武
町
に
は
現
在
約
２
億

円
の
基
金
が
あ
り
、国
保
加
入

の
１
世
帯
あ
た
り
約
31
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　

県
内
19
市
町
で
断
ト
ツ
の
多

さ
で
あ
り
、過
去
の
一
般
質
問
で

も「
基
金
が
あ
る
か
ら
と
安
易

に
引
き
下
げ
に
使
う
の
で
は
な

い
。19
市
町
で
も
低
い
方
で
あ

り
、ま
だ
引
き
下
げ
よ
う
と
い

う
の
か
」な
ど
と
答
弁
が
な
さ

れ
て
き
た
。

　

基
金
は
国
保
加
入
者
の
国
保

税
が
積
み
あ
が
っ
た
も
の
で
あ

り
、速
や
か
に
基
金
を
取
り
崩

し
て
国
保
加
入
者
へ
引
き
下
げ

と
い
う
形
で
返
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

町
長　
本
町
の
国
民
健
康
保
険

事
業
財
政
調
整
基
金
は
約
２
億

円
あ
る
。

　

こ
の
国
保
事
業
特
別
会
計
の

収
入
に
は
、国
保
税
の
ほ
か
に

町
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
、

国
・
県
か
ら
の
保
険
基
盤
安
定

負
担
金
や
、県
か
ら
の
繰
入
金
・

特
別
調
整
交
付
金
な
ど
で
成
り

立
っ
て
い
る
。

　

こ
の
財
源
を
基
に
、被
保
険

者
へ
の
保
険
給
付
費
等
を
確
保

し
て
い
る
。ま
た
、被
保
険
者
が
、

住
民
健
診
な
ど
の
保
険
事
業
に

取
り
組
ま
れ
た
結
果
、医
療
費

の
抑
制
に
つ
な
が
り
、余
剰
金

が
積
み
あ
が
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

国
保
税
は
県
下
で
も
一
番
低

い
状
況
で
あ
り
、基
金
を
使
っ

て
の
引
き
下
げ
は
必
要
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

　

今
後
こ
の
基
金
を
使
う
と
す

れ
ば
激
変
緩
和
の
た
め
や
、現

在
進
め
て
い
る
新
複
合
診
療
施

設
は
、国
・
県
か
ら
の
補
助
や
医

師
確
保
の
観
点
か
ら
、国
保
の

直
営
診
療
所
と
す
る
こ
と
が
望

ま
し
く
、そ
の
際
基
金
か
ら
一
定

額
を
整
備
費
の
一
部
に
充
て
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

副
町
長
と

総
務
課
長
事
務
取
扱

兼
任
に
つ
い
て

現
状
の
体
制
を
継
続
し

て
い
く

問　
６
月
議
会
で「
法
的
に
は

何
ら
問
題
が
な
い
」と
の
答
弁

だ
っ
た
が
、こ
の
根
拠
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
。ま
た
、「
臨
時
」と

い
う
言
葉
を
ど
う
認
識
し
て
い

る
の
か
。

町
長　
阿
武
町
の
よ
う
な
小
さ

い
町
で
は
、副
町
長
が
総
務
課

長
の
職
務
を
取
り
扱
う
こ
と
は

十
分
可
能
で
あ
る
と
確
信
し
て

い
る
。

　

行
事
が
重
な
っ
た
時
や
、対

外
的
に
も
総
務
課
長
が
、町
長

の
代
理
と
い
う
の
で
は
な
く
、

特
別
職
と
し
て
副
町
長
が
、町

長
の
代
理
を
務
め
る
と
い
う
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。現

時
点
で
は
兼
務
を
解
消
す
る
考

え
は
な
い
。

　

ま
た
、「
臨
時
」に
つ
い
て
、地

方
自
治
法
第
166
条
の
解
釈
・
運

用
実
例
に
よ
る
と「
副
市
町
村

長
」に
一
般
事
務
職
員
の
職
務

を
取
り
扱
わ
せ
る
必
要
が
臨
時

に
生
じ
た
場
合
は「
事
務
取
扱
」

を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
あ

る
。

　
一
般
的
に
は「
一
時
的
な
間
に

合
わ
せ
」で
あ
る
が
、法
令
で
は

「
臨
時
特
例
法
」や「
臨
時
特
措

法
」な
ど「
臨
時
」と
名
が
つ
い

て
い
る
が
、長
期
に
わ
た
っ
て
適

用
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
る
。

　

副
町
長
に
つ
い
て
は
、今
年

３
月
を
も
っ
て（
株
）あ
ぶ
ク
リ

エ
イ
シ
ョ
ン
の
社
長
を
退
任
し
、

身
軽
に
な
っ
た
分
こ
れ
ま
で
以

上
に
、副
町
長
及
び
総
務
課
長

事
務
取
扱
と
し
て
職
務
を
全
う

す
る
よ
う
指
示
を
出
し
て
い
る
。

　

人
口
が
３
０
０
０
人
を
切
っ

た
阿
武
町
で
は
、現
在
の
体
制

が
ベ
タ
ー
で
あ
る
。

＊　＊
村

＊　＊
上

町
の
観
光
振
興
に

向
け
た
事
業
者
支
援
に

つ
い
て

事
業
者
が
主
体
と
な
っ
て

展
開
で
き
る
よ
う

関
係
機
関
と
検
討
し

Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に

お
こ
な
っ
て
い
く

問　
町
の
地
方
創
生
事
業
の
ひ

と
つ
と
し
て
、阿
武
町
の
体
験

型
観
光
事
業
が
動
き
出
し
た
。

　

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
造
成
や

継
続
の
た
め
の
事
業
者
支
援
が

で
き
な
い
か
。

　

ま
た
、食
の
体
験
と
し
て
は
、

町
民
に
よ
る
テ
ス
ト
キ
ッ
チ
ン

の
積
極
的
な
利
用
も
課
題
と

な
っ
て
い
る
。利
用
目
的
に
合
っ

た
料
金
設
定
も
必
要
で
は
な
い

か
。

町
長　
町
は
こ
れ
ま
で
に
、観

光
行
政
の
ひ
と
つ
と
し
て
道
の

駅
阿
武
町
を
運
営
す
る（
株
）あ

ぶ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
を
設
立
し
、

阿
武
町
観
光
ナ
ビ
協
議
会
や

（
一
社
）あ
ぶ
ナ
ビ
と
連
携
し
な

が
ら
、体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
や
特

産
品
開
発
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。

　

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営
の
ア

テ
ン
ド
等
、人
的
支
援
に
つ
い
て

は（
一
社
）あ
ぶ
ナ
ビ
や
集
落
支

援
員
に
よ
る
支
援
が
可
能
で
あ

る
と
考
え
る
。

　

資
金
的
支
援
と
し
て
は
、町

が
用
意
し
て
い
る「
阿
武
町
起

業
化
支
援
補
助
金
」や「
阿
武
町

特
産
品
開
発
補
助
金
」等
を
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

テ
ス
ト
キ
ッ
チ
ン
の
利
用
に

つ
い
て
は
、利
用
料
は
町
民
セ
ン

タ
ー
と
比
較
し
て
も
高
額
で
あ

る
と
は
感
じ
て
い
な
い
が
、い
ず

れ
に
し
て
も
、事
業
者
主
体
と

な
っ
て
展
開
で
き
る
よ
う
、再

度
検
討
し
、積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
に

も
努
め
る
。

　

不
登
校
に
つ
い
て

一
人
一
人
の
状
況
や

ニ
ー
ズ
の
状
況
に
応
じ
た

対
策・支
援
を
行
う

問　
文
部
科
学
省
の「
令
和
４

年
度
児
童
生
徒
の
問
題
行
動
・

不
登
校
等
・
生
活
指
導
上
の
諸

課
題
に
関
す
る
調
査
結
果
」で

は
令
和
４
度
小
中
学
校
不
登
校

児
童
数
は
、29
万
９
０
４
８
人
、

前
年
度
比
22.1
％
増
加
と
な
り
過

去
最
多
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、第
７
次
阿
武
町
総

合
計
画
に
、町
の
力
と
な
る
ひ

と
づ
く
り「
阿
武
町
っ
子
」の
育

成
が
掲
げ
ら
れ
、そ
の
課
題
に

「
い
じ
め
」や「
不
登
校
」が
全
国

的
に
問
題
化
し
て
い
る
中
、

阿
武
小
中
学
校
で
も
い
じ
め
が

毎
年
発
生
し
て
い
る
と
記
載
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
に
お
い
て
、

家
庭
支
援
チ
ー
ム「
お
ひ
さ

ま
」・「
お
ひ
さ
ま
カ
フ
ェ
」の
活

動
、及
び
通
級
指
導
教
室
や
児

童
虐
待
、ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
対
応
状
況
等
は
。

教
育
長　
文
部
科
学
省
が
毎

年
行
う
調
査
に
よ
る
と
令
和
４

年
度
の
不
登
校
児
童
生
徒
数
は

全
国
で
30
万
人
。

　

小
学
生
で
い
う
と
59
人
に
１

人
、中
学
生
で
は
17
人
に
１
人

が
不
登
校
と
な
り
、令
和
５
年

度
の
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
さ

ら
に
上
回
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

そ
こ
で
家
庭
支
援
チ
ー
ム

「
お
ひ
さ
ま
」を
令
和
３
年
度
に

結
成
し
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成

講
座
を
受
講
。現
在
７
名
の
メ

ン
バ
ー
で
活
動
し
て
い
る
。

　

主
な
活
動
は
学
期
末
の
懇
談

会
や
入
学
説
明
会
等
の
支
援
、

ま
た「
お
ひ
さ
ま
カ
フ
ェ
」を
開

催
し
、情
報
交
換
や
個
別
の
相

談
に
応
じ
て
い
る
。　　
　
　

　
「
通
級
指
導
教
室
の
利
用
状

況
」は
一
部
の
授
業
時
間
や
放

課
後
に
お
い
て
特
別
支
援
を
受

け
、小
学
校
で
は
毎
年
10
人
程

度
・
中
学
校
で
は
５
人
程
度
と

横
ば
い
が
続
い
て
い
る
。

　
「
児
童
虐
待
の
現
状
」つ
い
て

は
こ
こ
数
年
事
案
は
な
く
、「
子

ど
も
支
援
会
議
」等
に
お
い
て

情
報
を
共
有
し
、健
康
福
祉
課

や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
等
と
連
携
し
見
守
り
を
し

て
い
る
。

　

そ
し
て
、「
い
じ
め
早
期
対
応

に
つ
い
て
」と「
い
じ
め
対
策
委

員
会
の
取
り
組
み
」は
毎
週
１

回「
い
じ
め
に
関
す
る
調
査
」を

行
い
、疑
い
や
発
展
す
る
恐
れ

が
あ
る
場
合「
校
内
い
じ
め
委

員
会
」を
開
催
。

　

ま
た
確
認
さ
れ
た
時
は
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

に
つ
な
い
で
い
る
。

　

以
前
は
、「
不
登
校
の
子
を
い

か
に
学
校
に
復
帰
さ
せ
る
か
」

を
最
終
目
標
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
た
が
、現
在
は
無
理
矢
理

学
校
に
復
帰
さ
せ
る
の
で
は
な

く
、「
不
登
校
に
よ
り
学
び
に
ア

ク
セ
ス
で
き
な
い
子
を
ゼ
ロ
に

す
る
。不
登
校
の
子
が
学
び
た

い
と
思
っ
た
時
に
学
べ
る
環
境

を
整
え
る
。」こ
と
を
目
標
と
し

て
い
る
。

　

そ
の
た
め
に
、文
部
科
学
省

が
提
唱
す
る「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ

プ
ラ
ン
」で
も
学
校
だ
け
で
こ

の
問
題
を
抱
え
る
の
で
は
な
く
、

学
校
、行
政
、地
域
社
会
、各
家

庭
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

等
が
相
互
に
連
携
し
、子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
持

ち
場
で
取
り
組
み
を
進
め
る
こ

と
が
必
要
と
い
う
こ
と
が
謳
わ

れ
て
い
る
。

＊　

令
和
５
年
度
決
算
の

執
行
状
況
は

　
総
括
表
で　
％
で

あ
る
が
、繰
越
な
ど
を
含

む
実
質
的
な
執
行
率
は

　
％
で
妥
当
で
あ
る

問　
予
算
の
執
行
率
や
、次
年

度
へ
の
繰
越
な
ど
考
え
る
と
、

住
民
が
恩
恵
を
実
感
で
き
る
よ

う
な
、例
え
ば
商
品
券
事
業
の

増
額
等
も
考
え
ら
れ
な
い
か
。

町
長　
国
の
交
付
金
を
使
っ
た

商
品
券
事
業
で
は
、昨
年
度
は
、

町
の
一
般
財
源
で
上
乗
せ
を

行
っ
た
。

　

今
年
度
、国
の
交
付
金
の
額

が
減
っ
た
が
、昨
年
度
の
約
２

倍
の
一
般
財
源
を
投
じ
て
、一
人

5
0
0
0
円
の
商
品
券
事
業
を

行
っ
た
。

問　
最
近
、教
員
の
教
職
調
整

額
を
４
％
か
ら
13
％
に
引
き
上

げ
る
と
い
う
報
道
を
見
た
。議

会
の
補
正
予
算
で
は
職
員
の
異

動
に
伴
う
人
件
費
の
補
正
は
よ

く
見
る
が
、超
過
勤
務
手
当
の

増
額
補
正
と
い
う
の
は
、見
た

覚
え
が
な
い
。

　

ま
た
、タ
イ
ム
カ
ー
ド
の
よ

う
な
残
業
時
間
が
わ
か
る
デ
ー

タ
を
見
た
こ
と
が
な
い
が
、残

業
時
間
等
、職
員
毎
の
差
を
集

計
す
る
デ
ー
タ
は
あ
る
の
か
。

　

ま
た
、職
員
の
残
業
等
の
清

算
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長　
か
つ
て
、超
過
勤
務
手

当
は
基
本
給
総
額
の
４
％
で
予

算
編
成
を
し
て
い
た
が
、昨
年

度
か
ら
、基
本
給
の
５
％
に
増

額
、ま
た
、コ
ロ
ナ
や
災
害
等
の

特
別
な
も
の
に
対
応
す
べ
く
、

特
別
枠
100
万
円
も
併
せ
て
計
上

し
、各
課
横
断
的
に
対
応
で
き

る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。

　

時
間
外
勤
務
は
、職
員
の
申

出
に
対
し
、各
所
属
長
が
必
要

に
応
じ
て
時
間
外
勤
務
を
命
令

す
る
形
を
と
っ
て
い
る
。

　

時
間
外
勤
務
が
多
い
職
員
に

つ
い
て
は
、各
所
属
長
が
、時
間

外
勤
務
の
抑
制
に
努
め
、極
力

時
間
外
勤
務
を
命
令
し
な
い
よ

う
に
指
導
し
て
い
る
。

　

ま
た
、残
業
時
間
に
関
し
て

も
21
時
以
降
の
残
業
は
行
わ
な

い
事
と
し
て
い
る
。

問　
残
業
時
間
等
の
デ
ー
タ
は
、

人
件
費
の
増
減
を
参
考
に
各
部

署
の
人
員
配
置
の
増
減
、人
事

評
価
の
参
考
に
な
っ
た
り
す
る

が
、そ
う
い
っ
た
判
断
材
料
は

あ
る
の
か
。

　

残
業
す
る
職
員
が
皆
、仕
事

を
し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な

い
が
、無
駄
な
残
業
を
防
ぐ
為
、

改
善
す
る
為
に
上
司
と
職
員
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
取

れ
て
い
る
の
か
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
機
会
や
時
間
は

し
っ
か
り
あ
る
の
か
。

　

頑
張
っ
た
職
員
が
損
を
す
る

よ
う
な
職
場
に
な
っ
て
は
い
な

い
か
。

町
長　
人
員
配
置
や
人
事
評
価

に
つ
い
て
も
、様
々
な
判
断
材

料
に
よ
り
、各
所
属
長
の
会
議

を
経
て
決
定
し
て
い
る
。

　

働
き
方
改
革
は
今
の
時
代
、

職
員
の
健
康
や
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
維
持
の
観
点
か
ら
も
、非
常

に
重
要
な
事
だ
と
認
識
し
て
お

り
、常
日
頃
、職
員
の
健
康
管
理

や
、働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ

く
り
に
気
を
配
っ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、毎
朝

の
各
所
属
長
と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
に
お
い
て
、各
所
属
長
に
、職

員
の
健
康
管
理
や
時
間
外
勤
務

の
削
減
等
の「
部
下
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」を
き
っ
ち
り
行
う
よ

う
、ま
た
、役
場
内
部
事
務
、日

常
業
務
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン

ド
・
ビ
ル
ド
を
行
い
、事
務
の
削

減
及
び
業
務
の
効
率
化
を
図
る

よ
う
、指
導
し
て
い
る
。

　

職
員
の
健
康
、メ
ン
タ
ル
に

関
し
て
も
、衛
生
委
員
会
や
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
、産
業
医
と
の

面
談
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
研
修
等
行
っ
て
い
る
。

　
農
地
を
守
る
た
め
、町

と
し
て
ど
う
考
え
る
の
か

　　
地
元
に
不
利
益
が
生
じ

な
い
よ
う
に
町
と
し
て
も

最
善
の
努
力
を
す
る

問　
渇
水
で
木
与
地
区
の
棚
田

で
は
水
稲
の
植
え
付
け
が
出
来

て
い
な
い
。

　

地
元
農
業
法
人
の
方
に
伺
う

と
、木
与
防
災
道
路
と
の
関
係

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
国
交

省
と
話
し
た
が
、調
査
を
行
う

と
の
返
答
で
あ
り
、今
年
産
の

作
付
け
は
断
念
し
た
。

　

対
応
策
と
し
て
、Ａ
Ｂ
Ｕ

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
パ
ー
ク
の
用
地

が
耕
作
可
能
だ
っ
た
た
め
、大

幅
な
耕
作
面
積
の
減
少
に
は
な

ら
な
か
っ
た
が
、来
年
に
向
け

て
、ど
う
交
渉
し
て
い
く
の
か

不
安
視
さ
れ
て
い
る
。

　

木
与
防
災
道
路
の
影
響
と
決

ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、町
と

し
て
も
、防
災
道
路
は
必
要
で

あ
る
と
協
力
し
て
き
た
立
場
も

あ
る
が
、や
ま
ぐ
ち
の
棚
田
20

選
に
も
選
ば
れ
た
、風
光
明
媚

な
観
光
地
と
も
さ
れ
て
い
る
農

地
を
守
る
た
め
、町
と
し
て
ど

う
考
え
る
の
か
。

町
長　
国
交
省
と
話
し
合
い
の

場
が
持
た
れ
、因
果
関
係
を
調

査
す
る
た
め
、現
在
、各
種
調

査
・
解
析
を
実
施
し
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。

　

国
交
省
は
、用
水
確
保
の
た

め
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
や
、用

水
の
余
り
水
を
反
復
利
用
す
る

ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
な
ど
に
協
力
し
、

色
々
と
制
約
の
あ
る
中
で
、用

水
確
保
の
た
め
最
善
を
尽
く
し

て
お
り
、真
摯
な
対
応
に
は
、町

と
し
て
も
感
謝
し
て
い
る
。

　

ト
ン
ネ
ル
工
事
中
は
、性
質

上
一
時
的
な
影
響
が
生
じ
る
可

能
性
は
あ
る
が
、因
果
関
係
を

調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。木
与

地
区
の
棚
田
が
、将
来
に
渡
り

耕
作
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

来
年
度
以
降
も
耕
作
地
の
確

保
が
必
要
で
あ
れ
ば
、地
元
に

不
利
益
が
生
じ
な
い
よ
う
、町

と
し
て
も
最
善
の
努
力
を
す
る
。

　
　

中
学
校
の
部
活
動
は

残
り
２
年
で
地
域
移
行

で
き
る
の
か

地
域
ク
ラ
ブ
を
ど
の
よ

う
に
作
っ
て
い
く
の
か

が
大
き
な
課
題

問　
町
で
は
、中
学
校
の
部
活

動
を
地
域
ク
ラ
ブ
に
移
行
し
て

い
く
期
間
を
、令
和
８
年
９
月

ま
で
と
し
て
お
り
、残
期
間
は

２
年
を
切
っ
た
。

　

地
域
移
行
を
町
内
だ
け
で
完

結
す
る
の
は
難
し
く
、萩
市
や

長
門
市
と
の
連
携
が
な
い
と
で

き
な
い
の
で
な
い
か
と
は
考
え

る
。

 

し
か
し
、広
域
で
の
活
動
と
な

る
と
保
護
者
、生
徒
双
方
の
負

担
も
大
き
く
な
り
、部
活
動
に

参
加
し
な
い
生
徒
が
増
え
る
と

考
え
ら
れ
る
。

 

先
生
方
の
働
き
方
改
革
も
大

事
だ
が
、子
ど
も
た
ち
の
部
活

動
を
取
り
巻
く
環
境
も
整
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。あ
と
２
年

で
ど
う
な
る
の
か
。

教
育
長　
「
地
域
ク
ラ
ブ
」を
ど

の
よ
う
に
作
っ
て
い
く
の
か
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

 

保
護
者
の
負
担
軽
減
の
観
点

か
ら
も
、現
在
す
で
に
ク
ラ
ブ

登
録
さ
れ
て
い
る「
Ａ
Ｂ
Ｕ
柔

道
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」

以
外
に
、新
た
に
、町
内
に
運
動

ク
ラ
ブ
、文
化
ク
ラ
ブ
を
そ
れ

ぞ
れ
２
つ
程
度
作
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。

 

近
い
将
来
、多
く
の
ク
ラ
ブ
が

広
域
で
一
緒
に
活
動
す
る
時
が

来
る
と
思
う
が
、ま
ず
は
そ
れ

ぞ
れ
の
自
治
体
で
、地
域
の
実

情
に
合
っ
た
体
制
整
備
に
努
め

て
い
る
。

 

大
会
出
場
に
必
要
な
資
格
を

も
っ
た
指
導
者
の
確
保
、保
護

者
の
経
済
的
負
担
、け
が
や
事

故
に
対
す
る
責
任
問
題
等
、課

題
は
た
く
さ
ん
あ
る
が
、教
育

委
員
会
と
し
て
は
、令
和
８

年
度
の
秋
を
目
標
に
、小
回
り

の
き
く
阿
武
町
の
強
み
を
生
か

し
、ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
こ

の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
る
。

　
行
政
手
続
き
に
お
け
る

特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

個
人
番
号
の
利
用
及
び

特
定
個
人
情
報
の
提
供

に
関
す
る
条
例
の
全
部
を

改
正
す
る
条
例

採
決　
賛
成
5
名
反
対
1
名
に

て
、可
決

質
問　
条
例
改
正
に
反
対
す
る

理
由
は
。

反
対
委
員　
所
属
政
党
が
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
反
対
し

て
い
る
為
、関
連
す
る
も
の
に

は
反
対
す
る
。

＊
＊　

阿
武
町
移
住
体
験
滞
在

施
設
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

問　
既
存
の
移
住
体
験
滞
在
施

設
の
利
用
状
況
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
過
去

５
年
に
渡
り
、利
用
が
あ
り
、約

半
分
の
利
用
者
が
阿
武
町
へ
の

移
住
に
繋
が
っ
た
。

　

近
年
は
１
／
４
ワ
ー
ク
ス
の

利
用
も
あ
る
。

令
和
６
年
度 

一般
会
計

補
正
予
算（
第
２
回
）

問　
各
施
設
の
L
E
D
照
明

リ
ー
ス
料
の
詳
細
は
。

副
町
長　
2
0
2
7
年
に
蛍
光

灯
が
製
造
中
止
予
定
で
、

L
E
D
に
変
わ
る
中
、各
施
設

も
含
め
て
、リ
ー
ス
代
と
高
騰

す
る
電
気
代
を
比
べ
る
と
、年

間
約
70
万
円
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

に
つ
な
が
る
。

　

施
設
に
よ
っ
て
は
蛍
光
灯
部

分
だ
け
で
な
く
、照
明
器
具
そ

の
も
の
や
安
定
器
の
交
換
も
行

う
様
に
な
る
。

問　
救
急
勤
務
医
確
保
事
業

補
助
金
の
内
容
は
。

健
康
福
祉
課
長　
２
次
救
急

医
療
機
関
の
夜
間
救
急
医
療
で
、

患
者
の
入
院
時
の
町
の
負
担
分

で
あ
る
。

問　
清
ヶ
浜
の
キ
ャ
ン
プ
場

（KIYO
G
AH
AM
A BASE

）の

改
修
工
事
の
詳
細
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
清
ヶ

浜
の
キ
ャ
ン
プ
場
事
務
所
で
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
と
、経
費
回
収

を
考
え
、今
後
、か
き
氷
等
の
販

売
も
行
う
為
、飲
食
店
営
業
の

許
可
に
必
要
な
シ
ン
ク
等
の
改

修
を
行
う
。

問　
住
宅
管
理
費
の
工
事
請
負

費
の
内
容
は
。

土
木
建
築
課
長　
水
ヶ
迫
集
会

所
の
改
修
工
事
で
、経
年
劣
化

に
よ
り
、屋
根
の
一
部
分
に
穴
が

開
き
、雨
漏
り
に
つ
な
が
る
為
、

カ
バ
ー
工
法
で
補
修
す
る
。

令
和
５
年
度 

各
会
計

歳
入
歳
出
決
算

問　
企
画
振
興
費
の
交
流
イ
ベ

ン
ト
の
内
容
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長 

３
月

15
日
〜
17
日
、A
B
U
キ
ャ
ン

プ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
オ
ー
プ
ン

１
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、

８
月
20
日
の
道
の
駅
阿
武
町
登

録
30
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
を

行
っ
た
。

問　
社
会
福
祉
総
務
費
の
成
年

後
見
制
度
利
用
支
援
事
業
報

酬
で
の
、成
年
後
見
制
度
の
利

用
状
況
は
。

健
康
福
祉
課
長 

昨
年
度
は
３

件
の
相
談
が
あ
り
、弁
護
士
、

司
法
書
士
に
よ
る
成
年
後
見
制

度
の
利
用
に
関
し
て
検
討
を
行

う
際
の
報
酬
で
あ
る
。

問　
小
規
模
農
家
対
象
の
有
害

鳥
獣
対
策
は
。

農
林
水
産
課
長 

町
で
は
、対
象

農
家
を
拡
充
す
る
為
、販
売
額

の
下
限
を
20
万
円
以
上
と
、条

件
を
緩
和
し
て
少
し
で
も
多
く

の
生
産
農
家
さ
ん
を
対
象
に
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

問　
簡
易
水
道
、農
業
集
落
排

水
、漁
業
集
落
排
水
、各
特
別
会

計
の
不
用
額
が
多
い
理
由
は
。

土
木
建
築
課
長 
公
営
企
業
会

計
に
移
行
す
る
為
、債
券
、債
務

を
未
収
金
、未
払
金
と
し
て
整

理
し
た
。　

昨
年
度
３
月
末
日

で
、業
務
は
完
了
し
て
い
る
が
、

業
者
へ
の
支
払
い
等
、特
例
的

未
払
金
と
し
て
４
月
以
降
に
支

払
い
、決
算
書
上
は
不
用
額
と

な
っ
た
。

85.5

94.2

松田  穣 議員 
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＊　＊
原

＊　＊
市

＊　

国
保
税
の
引
き
下
げ

に
つ
い
て

基
金
は
今
後
本
当
に

必
要
な
時
に
活
用

問　
阿
武
町
に
は
現
在
約
２
億

円
の
基
金
が
あ
り
、国
保
加
入

の
１
世
帯
あ
た
り
約
31
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　

県
内
19
市
町
で
断
ト
ツ
の
多

さ
で
あ
り
、過
去
の
一
般
質
問
で

も「
基
金
が
あ
る
か
ら
と
安
易

に
引
き
下
げ
に
使
う
の
で
は
な

い
。19
市
町
で
も
低
い
方
で
あ

り
、ま
だ
引
き
下
げ
よ
う
と
い

う
の
か
」な
ど
と
答
弁
が
な
さ

れ
て
き
た
。

　

基
金
は
国
保
加
入
者
の
国
保

税
が
積
み
あ
が
っ
た
も
の
で
あ

り
、速
や
か
に
基
金
を
取
り
崩

し
て
国
保
加
入
者
へ
引
き
下
げ

と
い
う
形
で
返
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

町
長　
本
町
の
国
民
健
康
保
険

事
業
財
政
調
整
基
金
は
約
２
億

円
あ
る
。

　

こ
の
国
保
事
業
特
別
会
計
の

収
入
に
は
、国
保
税
の
ほ
か
に

町
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
、

国
・
県
か
ら
の
保
険
基
盤
安
定

負
担
金
や
、県
か
ら
の
繰
入
金
・

特
別
調
整
交
付
金
な
ど
で
成
り

立
っ
て
い
る
。

　

こ
の
財
源
を
基
に
、被
保
険

者
へ
の
保
険
給
付
費
等
を
確
保

し
て
い
る
。ま
た
、被
保
険
者
が
、

住
民
健
診
な
ど
の
保
険
事
業
に

取
り
組
ま
れ
た
結
果
、医
療
費

の
抑
制
に
つ
な
が
り
、余
剰
金

が
積
み
あ
が
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

国
保
税
は
県
下
で
も
一
番
低

い
状
況
で
あ
り
、基
金
を
使
っ

て
の
引
き
下
げ
は
必
要
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

　

今
後
こ
の
基
金
を
使
う
と
す

れ
ば
激
変
緩
和
の
た
め
や
、現

在
進
め
て
い
る
新
複
合
診
療
施

設
は
、国
・
県
か
ら
の
補
助
や
医

師
確
保
の
観
点
か
ら
、国
保
の

直
営
診
療
所
と
す
る
こ
と
が
望

ま
し
く
、そ
の
際
基
金
か
ら
一
定

額
を
整
備
費
の
一
部
に
充
て
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

副
町
長
と

総
務
課
長
事
務
取
扱

兼
任
に
つ
い
て

現
状
の
体
制
を
継
続
し

て
い
く

問　
６
月
議
会
で「
法
的
に
は

何
ら
問
題
が
な
い
」と
の
答
弁

だ
っ
た
が
、こ
の
根
拠
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
。ま
た
、「
臨
時
」と

い
う
言
葉
を
ど
う
認
識
し
て
い

る
の
か
。

町
長　
阿
武
町
の
よ
う
な
小
さ

い
町
で
は
、副
町
長
が
総
務
課

長
の
職
務
を
取
り
扱
う
こ
と
は

十
分
可
能
で
あ
る
と
確
信
し
て

い
る
。

　

行
事
が
重
な
っ
た
時
や
、対

外
的
に
も
総
務
課
長
が
、町
長

の
代
理
と
い
う
の
で
は
な
く
、

特
別
職
と
し
て
副
町
長
が
、町

長
の
代
理
を
務
め
る
と
い
う
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。現

時
点
で
は
兼
務
を
解
消
す
る
考

え
は
な
い
。

　

ま
た
、「
臨
時
」に
つ
い
て
、地

方
自
治
法
第
166
条
の
解
釈
・
運

用
実
例
に
よ
る
と「
副
市
町
村

長
」に
一
般
事
務
職
員
の
職
務

を
取
り
扱
わ
せ
る
必
要
が
臨
時

に
生
じ
た
場
合
は「
事
務
取
扱
」

を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
あ

る
。

　
一
般
的
に
は「
一
時
的
な
間
に

合
わ
せ
」で
あ
る
が
、法
令
で
は

「
臨
時
特
例
法
」や「
臨
時
特
措

法
」な
ど「
臨
時
」と
名
が
つ
い

て
い
る
が
、長
期
に
わ
た
っ
て
適

用
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
る
。

　

副
町
長
に
つ
い
て
は
、今
年

３
月
を
も
っ
て（
株
）あ
ぶ
ク
リ

エ
イ
シ
ョ
ン
の
社
長
を
退
任
し
、

身
軽
に
な
っ
た
分
こ
れ
ま
で
以

上
に
、副
町
長
及
び
総
務
課
長

事
務
取
扱
と
し
て
職
務
を
全
う

す
る
よ
う
指
示
を
出
し
て
い
る
。

　

人
口
が
３
０
０
０
人
を
切
っ

た
阿
武
町
で
は
、現
在
の
体
制

が
ベ
タ
ー
で
あ
る
。

＊　＊
村

＊　＊
上

町
の
観
光
振
興
に

向
け
た
事
業
者
支
援
に

つ
い
て

事
業
者
が
主
体
と
な
っ
て

展
開
で
き
る
よ
う

関
係
機
関
と
検
討
し

Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に

お
こ
な
っ
て
い
く

問　
町
の
地
方
創
生
事
業
の
ひ

と
つ
と
し
て
、阿
武
町
の
体
験

型
観
光
事
業
が
動
き
出
し
た
。

　

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
造
成
や

継
続
の
た
め
の
事
業
者
支
援
が

で
き
な
い
か
。

　

ま
た
、食
の
体
験
と
し
て
は
、

町
民
に
よ
る
テ
ス
ト
キ
ッ
チ
ン

の
積
極
的
な
利
用
も
課
題
と

な
っ
て
い
る
。利
用
目
的
に
合
っ

た
料
金
設
定
も
必
要
で
は
な
い

か
。

町
長　
町
は
こ
れ
ま
で
に
、観

光
行
政
の
ひ
と
つ
と
し
て
道
の

駅
阿
武
町
を
運
営
す
る（
株
）あ

ぶ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
を
設
立
し
、

阿
武
町
観
光
ナ
ビ
協
議
会
や

（
一
社
）あ
ぶ
ナ
ビ
と
連
携
し
な

が
ら
、体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
や
特

産
品
開
発
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。

　

観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営
の
ア

テ
ン
ド
等
、人
的
支
援
に
つ
い
て

は（
一
社
）あ
ぶ
ナ
ビ
や
集
落
支

援
員
に
よ
る
支
援
が
可
能
で
あ

る
と
考
え
る
。

　

資
金
的
支
援
と
し
て
は
、町

が
用
意
し
て
い
る「
阿
武
町
起

業
化
支
援
補
助
金
」や「
阿
武
町

特
産
品
開
発
補
助
金
」等
を
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

テ
ス
ト
キ
ッ
チ
ン
の
利
用
に

つ
い
て
は
、利
用
料
は
町
民
セ
ン

タ
ー
と
比
較
し
て
も
高
額
で
あ

る
と
は
感
じ
て
い
な
い
が
、い
ず

れ
に
し
て
も
、事
業
者
主
体
と

な
っ
て
展
開
で
き
る
よ
う
、再

度
検
討
し
、積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
に

も
努
め
る
。

　

不
登
校
に
つ
い
て

一
人
一
人
の
状
況
や

ニ
ー
ズ
の
状
況
に
応
じ
た

対
策・支
援
を
行
う

問　
文
部
科
学
省
の「
令
和
４

年
度
児
童
生
徒
の
問
題
行
動
・

不
登
校
等
・
生
活
指
導
上
の
諸

課
題
に
関
す
る
調
査
結
果
」で

は
令
和
４
度
小
中
学
校
不
登
校

児
童
数
は
、29
万
９
０
４
８
人
、

前
年
度
比
22.1
％
増
加
と
な
り
過

去
最
多
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、第
７
次
阿
武
町
総

合
計
画
に
、町
の
力
と
な
る
ひ

と
づ
く
り「
阿
武
町
っ
子
」の
育

成
が
掲
げ
ら
れ
、そ
の
課
題
に

「
い
じ
め
」や「
不
登
校
」が
全
国

的
に
問
題
化
し
て
い
る
中
、

阿
武
小
中
学
校
で
も
い
じ
め
が

毎
年
発
生
し
て
い
る
と
記
載
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
に
お
い
て
、

家
庭
支
援
チ
ー
ム「
お
ひ
さ

ま
」・「
お
ひ
さ
ま
カ
フ
ェ
」の
活

動
、及
び
通
級
指
導
教
室
や
児

童
虐
待
、ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
対
応
状
況
等
は
。

教
育
長　
文
部
科
学
省
が
毎

年
行
う
調
査
に
よ
る
と
令
和
４

年
度
の
不
登
校
児
童
生
徒
数
は

全
国
で
30
万
人
。

　

小
学
生
で
い
う
と
59
人
に
１

人
、中
学
生
で
は
17
人
に
１
人

が
不
登
校
と
な
り
、令
和
５
年

度
の
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
さ

ら
に
上
回
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

そ
こ
で
家
庭
支
援
チ
ー
ム

「
お
ひ
さ
ま
」を
令
和
３
年
度
に

結
成
し
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成

講
座
を
受
講
。現
在
７
名
の
メ

ン
バ
ー
で
活
動
し
て
い
る
。

　

主
な
活
動
は
学
期
末
の
懇
談

会
や
入
学
説
明
会
等
の
支
援
、

ま
た「
お
ひ
さ
ま
カ
フ
ェ
」を
開

催
し
、情
報
交
換
や
個
別
の
相

談
に
応
じ
て
い
る
。　　
　
　

　
「
通
級
指
導
教
室
の
利
用
状

況
」は
一
部
の
授
業
時
間
や
放

課
後
に
お
い
て
特
別
支
援
を
受

け
、小
学
校
で
は
毎
年
10
人
程

度
・
中
学
校
で
は
５
人
程
度
と

横
ば
い
が
続
い
て
い
る
。

　
「
児
童
虐
待
の
現
状
」つ
い
て

は
こ
こ
数
年
事
案
は
な
く
、「
子

ど
も
支
援
会
議
」等
に
お
い
て

情
報
を
共
有
し
、健
康
福
祉
課

や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
等
と
連
携
し
見
守
り
を
し

て
い
る
。

　

そ
し
て
、「
い
じ
め
早
期
対
応

に
つ
い
て
」と「
い
じ
め
対
策
委

員
会
の
取
り
組
み
」は
毎
週
１

回「
い
じ
め
に
関
す
る
調
査
」を

行
い
、疑
い
や
発
展
す
る
恐
れ

が
あ
る
場
合「
校
内
い
じ
め
委

員
会
」を
開
催
。

　

ま
た
確
認
さ
れ
た
時
は
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

に
つ
な
い
で
い
る
。

　

以
前
は
、「
不
登
校
の
子
を
い

か
に
学
校
に
復
帰
さ
せ
る
か
」

を
最
終
目
標
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
た
が
、現
在
は
無
理
矢
理

学
校
に
復
帰
さ
せ
る
の
で
は
な

く
、「
不
登
校
に
よ
り
学
び
に
ア

ク
セ
ス
で
き
な
い
子
を
ゼ
ロ
に

す
る
。不
登
校
の
子
が
学
び
た

い
と
思
っ
た
時
に
学
べ
る
環
境

を
整
え
る
。」こ
と
を
目
標
と
し

て
い
る
。

　

そ
の
た
め
に
、文
部
科
学
省

が
提
唱
す
る「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ

プ
ラ
ン
」で
も
学
校
だ
け
で
こ

の
問
題
を
抱
え
る
の
で
は
な
く
、

学
校
、行
政
、地
域
社
会
、各
家

庭
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

等
が
相
互
に
連
携
し
、子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
の
持

ち
場
で
取
り
組
み
を
進
め
る
こ

と
が
必
要
と
い
う
こ
と
が
謳
わ

れ
て
い
る
。

＊　

令
和
５
年
度
決
算
の

執
行
状
況
は

　
総
括
表
で　
％
で

あ
る
が
、繰
越
な
ど
を
含

む
実
質
的
な
執
行
率
は

　
％
で
妥
当
で
あ
る

問　
予
算
の
執
行
率
や
、次
年

度
へ
の
繰
越
な
ど
考
え
る
と
、

住
民
が
恩
恵
を
実
感
で
き
る
よ

う
な
、例
え
ば
商
品
券
事
業
の

増
額
等
も
考
え
ら
れ
な
い
か
。

町
長　
国
の
交
付
金
を
使
っ
た

商
品
券
事
業
で
は
、昨
年
度
は
、

町
の
一
般
財
源
で
上
乗
せ
を

行
っ
た
。

　

今
年
度
、国
の
交
付
金
の
額

が
減
っ
た
が
、昨
年
度
の
約
２

倍
の
一
般
財
源
を
投
じ
て
、一
人

5
0
0
0
円
の
商
品
券
事
業
を

行
っ
た
。

問　
最
近
、教
員
の
教
職
調
整

額
を
４
％
か
ら
13
％
に
引
き
上

げ
る
と
い
う
報
道
を
見
た
。議

会
の
補
正
予
算
で
は
職
員
の
異

動
に
伴
う
人
件
費
の
補
正
は
よ

く
見
る
が
、超
過
勤
務
手
当
の

増
額
補
正
と
い
う
の
は
、見
た

覚
え
が
な
い
。

　

ま
た
、タ
イ
ム
カ
ー
ド
の
よ

う
な
残
業
時
間
が
わ
か
る
デ
ー

タ
を
見
た
こ
と
が
な
い
が
、残

業
時
間
等
、職
員
毎
の
差
を
集

計
す
る
デ
ー
タ
は
あ
る
の
か
。

　

ま
た
、職
員
の
残
業
等
の
清

算
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

町
長　
か
つ
て
、超
過
勤
務
手

当
は
基
本
給
総
額
の
４
％
で
予

算
編
成
を
し
て
い
た
が
、昨
年

度
か
ら
、基
本
給
の
５
％
に
増

額
、ま
た
、コ
ロ
ナ
や
災
害
等
の

特
別
な
も
の
に
対
応
す
べ
く
、

特
別
枠
100
万
円
も
併
せ
て
計
上

し
、各
課
横
断
的
に
対
応
で
き

る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。

　

時
間
外
勤
務
は
、職
員
の
申

出
に
対
し
、各
所
属
長
が
必
要

に
応
じ
て
時
間
外
勤
務
を
命
令

す
る
形
を
と
っ
て
い
る
。

　

時
間
外
勤
務
が
多
い
職
員
に

つ
い
て
は
、各
所
属
長
が
、時
間

外
勤
務
の
抑
制
に
努
め
、極
力

時
間
外
勤
務
を
命
令
し
な
い
よ

う
に
指
導
し
て
い
る
。

　

ま
た
、残
業
時
間
に
関
し
て

も
21
時
以
降
の
残
業
は
行
わ
な

い
事
と
し
て
い
る
。

問　
残
業
時
間
等
の
デ
ー
タ
は
、

人
件
費
の
増
減
を
参
考
に
各
部

署
の
人
員
配
置
の
増
減
、人
事

評
価
の
参
考
に
な
っ
た
り
す
る

が
、そ
う
い
っ
た
判
断
材
料
は

あ
る
の
か
。

　

残
業
す
る
職
員
が
皆
、仕
事

を
し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な

い
が
、無
駄
な
残
業
を
防
ぐ
為
、

改
善
す
る
為
に
上
司
と
職
員
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
取

れ
て
い
る
の
か
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
機
会
や
時
間
は

し
っ
か
り
あ
る
の
か
。

　

頑
張
っ
た
職
員
が
損
を
す
る

よ
う
な
職
場
に
な
っ
て
は
い
な

い
か
。

町
長　
人
員
配
置
や
人
事
評
価

に
つ
い
て
も
、様
々
な
判
断
材

料
に
よ
り
、各
所
属
長
の
会
議

を
経
て
決
定
し
て
い
る
。

　

働
き
方
改
革
は
今
の
時
代
、

職
員
の
健
康
や
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
維
持
の
観
点
か
ら
も
、非
常

に
重
要
な
事
だ
と
認
識
し
て
お

り
、常
日
頃
、職
員
の
健
康
管
理

や
、働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ

く
り
に
気
を
配
っ
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、毎
朝

の
各
所
属
長
と
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
に
お
い
て
、各
所
属
長
に
、職

員
の
健
康
管
理
や
時
間
外
勤
務

の
削
減
等
の「
部
下
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」を
き
っ
ち
り
行
う
よ

う
、ま
た
、役
場
内
部
事
務
、日

常
業
務
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン

ド
・
ビ
ル
ド
を
行
い
、事
務
の
削

減
及
び
業
務
の
効
率
化
を
図
る

よ
う
、指
導
し
て
い
る
。

　

職
員
の
健
康
、メ
ン
タ
ル
に

関
し
て
も
、衛
生
委
員
会
や
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
、産
業
医
と
の

面
談
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
研
修
等
行
っ
て
い
る
。

　
農
地
を
守
る
た
め
、町

と
し
て
ど
う
考
え
る
の
か

　　
地
元
に
不
利
益
が
生
じ

な
い
よ
う
に
町
と
し
て
も

最
善
の
努
力
を
す
る

問　
渇
水
で
木
与
地
区
の
棚
田

で
は
水
稲
の
植
え
付
け
が
出
来

て
い
な
い
。

　

地
元
農
業
法
人
の
方
に
伺
う

と
、木
与
防
災
道
路
と
の
関
係

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
国
交

省
と
話
し
た
が
、調
査
を
行
う

と
の
返
答
で
あ
り
、今
年
産
の

作
付
け
は
断
念
し
た
。

　

対
応
策
と
し
て
、Ａ
Ｂ
Ｕ

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
パ
ー
ク
の
用
地

が
耕
作
可
能
だ
っ
た
た
め
、大

幅
な
耕
作
面
積
の
減
少
に
は
な

ら
な
か
っ
た
が
、来
年
に
向
け

て
、ど
う
交
渉
し
て
い
く
の
か

不
安
視
さ
れ
て
い
る
。

　

木
与
防
災
道
路
の
影
響
と
決

ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、町
と

し
て
も
、防
災
道
路
は
必
要
で

あ
る
と
協
力
し
て
き
た
立
場
も

あ
る
が
、や
ま
ぐ
ち
の
棚
田
20

選
に
も
選
ば
れ
た
、風
光
明
媚

な
観
光
地
と
も
さ
れ
て
い
る
農

地
を
守
る
た
め
、町
と
し
て
ど

う
考
え
る
の
か
。

町
長　
国
交
省
と
話
し
合
い
の

場
が
持
た
れ
、因
果
関
係
を
調

査
す
る
た
め
、現
在
、各
種
調

査
・
解
析
を
実
施
し
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。

　

国
交
省
は
、用
水
確
保
の
た

め
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
や
、用

水
の
余
り
水
を
反
復
利
用
す
る

ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
な
ど
に
協
力
し
、

色
々
と
制
約
の
あ
る
中
で
、用

水
確
保
の
た
め
最
善
を
尽
く
し

て
お
り
、真
摯
な
対
応
に
は
、町

と
し
て
も
感
謝
し
て
い
る
。

　

ト
ン
ネ
ル
工
事
中
は
、性
質

上
一
時
的
な
影
響
が
生
じ
る
可

能
性
は
あ
る
が
、因
果
関
係
を

調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。木
与

地
区
の
棚
田
が
、将
来
に
渡
り

耕
作
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

来
年
度
以
降
も
耕
作
地
の
確

保
が
必
要
で
あ
れ
ば
、地
元
に

不
利
益
が
生
じ
な
い
よ
う
、町

と
し
て
も
最
善
の
努
力
を
す
る
。

　
　

中
学
校
の
部
活
動
は

残
り
２
年
で
地
域
移
行

で
き
る
の
か

地
域
ク
ラ
ブ
を
ど
の
よ

う
に
作
っ
て
い
く
の
か

が
大
き
な
課
題

問　
町
で
は
、中
学
校
の
部
活

動
を
地
域
ク
ラ
ブ
に
移
行
し
て

い
く
期
間
を
、令
和
８
年
９
月

ま
で
と
し
て
お
り
、残
期
間
は

２
年
を
切
っ
た
。

　

地
域
移
行
を
町
内
だ
け
で
完

結
す
る
の
は
難
し
く
、萩
市
や

長
門
市
と
の
連
携
が
な
い
と
で

き
な
い
の
で
な
い
か
と
は
考
え

る
。

 

し
か
し
、広
域
で
の
活
動
と
な

る
と
保
護
者
、生
徒
双
方
の
負

担
も
大
き
く
な
り
、部
活
動
に

参
加
し
な
い
生
徒
が
増
え
る
と

考
え
ら
れ
る
。

 
先
生
方
の
働
き
方
改
革
も
大

事
だ
が
、子
ど
も
た
ち
の
部
活

動
を
取
り
巻
く
環
境
も
整
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。あ
と
２
年

で
ど
う
な
る
の
か
。

教
育
長　
「
地
域
ク
ラ
ブ
」を
ど

の
よ
う
に
作
っ
て
い
く
の
か
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

 

保
護
者
の
負
担
軽
減
の
観
点

か
ら
も
、現
在
す
で
に
ク
ラ
ブ

登
録
さ
れ
て
い
る「
Ａ
Ｂ
Ｕ
柔

道
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」

以
外
に
、新
た
に
、町
内
に
運
動

ク
ラ
ブ
、文
化
ク
ラ
ブ
を
そ
れ

ぞ
れ
２
つ
程
度
作
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。

 

近
い
将
来
、多
く
の
ク
ラ
ブ
が

広
域
で
一
緒
に
活
動
す
る
時
が

来
る
と
思
う
が
、ま
ず
は
そ
れ

ぞ
れ
の
自
治
体
で
、地
域
の
実

情
に
合
っ
た
体
制
整
備
に
努
め

て
い
る
。

 

大
会
出
場
に
必
要
な
資
格
を

も
っ
た
指
導
者
の
確
保
、保
護

者
の
経
済
的
負
担
、け
が
や
事

故
に
対
す
る
責
任
問
題
等
、課

題
は
た
く
さ
ん
あ
る
が
、教
育

委
員
会
と
し
て
は
、令
和
８

年
度
の
秋
を
目
標
に
、小
回
り

の
き
く
阿
武
町
の
強
み
を
生
か

し
、ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
こ

の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
る
。

　
行
政
手
続
き
に
お
け
る

特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用
等

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

個
人
番
号
の
利
用
及
び

特
定
個
人
情
報
の
提
供

に
関
す
る
条
例
の
全
部
を

改
正
す
る
条
例

採
決　
賛
成
5
名
反
対
1
名
に

て
、可
決

質
問　
条
例
改
正
に
反
対
す
る

理
由
は
。

反
対
委
員　
所
属
政
党
が
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
反
対
し

て
い
る
為
、関
連
す
る
も
の
に

は
反
対
す
る
。

＊
＊　

阿
武
町
移
住
体
験
滞
在

施
設
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

問　
既
存
の
移
住
体
験
滞
在
施

設
の
利
用
状
況
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
過
去

５
年
に
渡
り
、利
用
が
あ
り
、約

半
分
の
利
用
者
が
阿
武
町
へ
の

移
住
に
繋
が
っ
た
。

　

近
年
は
１
／
４
ワ
ー
ク
ス
の

利
用
も
あ
る
。

令
和
６
年
度 

一般
会
計

補
正
予
算（
第
２
回
）

問　
各
施
設
の
L
E
D
照
明

リ
ー
ス
料
の
詳
細
は
。

副
町
長　
2
0
2
7
年
に
蛍
光

灯
が
製
造
中
止
予
定
で
、

L
E
D
に
変
わ
る
中
、各
施
設

も
含
め
て
、リ
ー
ス
代
と
高
騰

す
る
電
気
代
を
比
べ
る
と
、年

間
約
70
万
円
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

に
つ
な
が
る
。

　

施
設
に
よ
っ
て
は
蛍
光
灯
部

分
だ
け
で
な
く
、照
明
器
具
そ

の
も
の
や
安
定
器
の
交
換
も
行

う
様
に
な
る
。

問　
救
急
勤
務
医
確
保
事
業

補
助
金
の
内
容
は
。

健
康
福
祉
課
長　
２
次
救
急

医
療
機
関
の
夜
間
救
急
医
療
で
、

患
者
の
入
院
時
の
町
の
負
担
分

で
あ
る
。

問　
清
ヶ
浜
の
キ
ャ
ン
プ
場

（KIYO
G
AH
AM
A BASE

）の

改
修
工
事
の
詳
細
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
清
ヶ

浜
の
キ
ャ
ン
プ
場
事
務
所
で
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
と
、経
費
回
収

を
考
え
、今
後
、か
き
氷
等
の
販

売
も
行
う
為
、飲
食
店
営
業
の

許
可
に
必
要
な
シ
ン
ク
等
の
改

修
を
行
う
。

問　
住
宅
管
理
費
の
工
事
請
負

費
の
内
容
は
。

土
木
建
築
課
長　
水
ヶ
迫
集
会

所
の
改
修
工
事
で
、経
年
劣
化

に
よ
り
、屋
根
の
一
部
分
に
穴
が

開
き
、雨
漏
り
に
つ
な
が
る
為
、

カ
バ
ー
工
法
で
補
修
す
る
。

令
和
５
年
度 

各
会
計

歳
入
歳
出
決
算

問　
企
画
振
興
費
の
交
流
イ
ベ

ン
ト
の
内
容
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長 

３
月

15
日
〜
17
日
、A
B
U
キ
ャ
ン

プ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
オ
ー
プ
ン

１
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、

８
月
20
日
の
道
の
駅
阿
武
町
登

録
30
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
を

行
っ
た
。

問　
社
会
福
祉
総
務
費
の
成
年

後
見
制
度
利
用
支
援
事
業
報

酬
で
の
、成
年
後
見
制
度
の
利

用
状
況
は
。

健
康
福
祉
課
長 

昨
年
度
は
３

件
の
相
談
が
あ
り
、弁
護
士
、

司
法
書
士
に
よ
る
成
年
後
見
制

度
の
利
用
に
関
し
て
検
討
を
行

う
際
の
報
酬
で
あ
る
。

問　
小
規
模
農
家
対
象
の
有
害

鳥
獣
対
策
は
。

農
林
水
産
課
長 

町
で
は
、対
象

農
家
を
拡
充
す
る
為
、販
売
額

の
下
限
を
20
万
円
以
上
と
、条

件
を
緩
和
し
て
少
し
で
も
多
く

の
生
産
農
家
さ
ん
を
対
象
に
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

問　
簡
易
水
道
、農
業
集
落
排

水
、漁
業
集
落
排
水
、各
特
別
会

計
の
不
用
額
が
多
い
理
由
は
。

土
木
建
築
課
長 

公
営
企
業
会

計
に
移
行
す
る
為
、債
券
、債
務

を
未
収
金
、未
払
金
と
し
て
整

理
し
た
。　

昨
年
度
３
月
末
日

で
、業
務
は
完
了
し
て
い
る
が
、

業
者
へ
の
支
払
い
等
、特
例
的

未
払
金
と
し
て
４
月
以
降
に
支

払
い
、決
算
書
上
は
不
用
額
と

な
っ
た
。

松田  穣 委員長
まつだ　 みのる

行
財
政
改
革
等

特
別
委
員
会

９
月
12
日 

開
催

清ヶ浜のキャンプ場（KIYOGAHAMA BASE）

渇水により作付けができなかった木与の棚田
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1億3,593万6千円
 　6,448万7千円
 　6,205万円
 　5,344万8千円
 　5,282万4千円
 　4,781万7千円
 　4,093万3千円
 　4,070万円
 　4,052万2千円
 　3,975万1千円
 　3,775万9千円
 　3,354万5千円
 　3,071万6千円
 　3,011万3千円
 　2,807万6千円
 　2,532万8千円
 　2,486万9千円
 　2,474万7千円
 　2,313万2千円
 　2,040万3千円

萩市消防救急事務事業
老人保護措置費
常備消防通信指令業務共同運用事業
地域内循環地方創生特別事業
塵芥処理対策事業
保育所運営事業
中山間地域等直接支払事業
町民センター図書コーナー等改修工事
物価高騰対応重点支援給付金支給事業
生活介護事業
生活交通対策事業
多面的機能支払交付金事業
道路メンテナンス事業（鹿島大橋）
空き家再生等推進事業
ABUファクトリーパーク整備事業
町道亀山十王堂線道路改良工事
人口定住促進事業
道の駅産業振興事業
福祉医療扶助事業
電力・ガス・食料品等価格高騰対策商品券交付事業

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

令和5年度 一般会計 主要２０事業 令和5年度に
町民１人あたりに使った金額は

（一般会計 令和5年度末現在）

民生費
26万3,483円 
民生費

26万3,483円 

総務費
23万3,348円 
総務費

23万3,348円 

農林
水産業費
9万5,417円 

農林
水産業費
9万5,417円 

教育費
8万3,058円
教育費
8万3,058円

消防費
8万1,396円
消防費
8万1,396円

土木費
8万1,041円
土木費
8万1,041円

公債費
7万7,452円
公債費
7万7,452円

衛生費
6万6,433円
衛生費
6万6,433円

商工費
4万6,922円 
商工費
4万6,922円 

議会費　1万4,524円 
災害復旧費　5,753円 
労働費　413円

議会費　1万4,524円 
災害復旧費　5,753円 
労働費　413円

諸支出金
2万3,041円
諸支出金
2万3,041円

総 額
107万2,282円
総 額

107万2,282円

 人口 3,002人
※令和６年３月末現在

令和５年度 一般会計 歳入歳出決算額 款別構成図

民生費
7億9,097万
6,237円

民生費
7億9,097万
6,237円

総務費
7億50万
9,206円

総務費
7億50万
9,206円農林

水産業費
2億8,644万
3,333円

農林
水産業費
2億8,644万
3,333円

教育費
2億4,934万1,188円
教育費
2億4,934万1,188円

消防費
2億4,434万9,360円
消防費
2億4,434万9,360円

土木費
2億4,328万5,787円
土木費
2億4,328万5,787円

公債費
2億3,250万9,511円
公債費
2億3,250万9,511円

衛生費
1億9,943万3,297円
衛生費
1億9,943万3,297円

商工費
1億4,086万1,160円
商工費
1億4,086万1,160円

諸支出金
6,916万8,610円
諸支出金
6,916万8,610円

議会費
　4,360万1,248円
災害復旧費
　1,727万1,900円
労働費
　124万1,000円

議会費
　4,360万1,248円
災害復旧費
　1,727万1,900円
労働費
　124万1,000円

歳出：32億1,899万1,837円

地方交付税
19億6,328万
6,000円

地方交付税
19億6,328万
6,000円

繰越金
9億1,246万
884円

繰越金
9億1,246万
884円

136万3,000円
139万2,000円
151万5,000円
473万2,500円
477万1,000円
543万3,000円
594万2,000円
1,569万9,906円
1,809万125円
4,444万円

4,823万480円
5,750万653円
7,107万9,000円

1億7,200万2,587円 
2億7,660万円

2億8,429万1,816円
3億473万8,791円

136万3,000円
139万2,000円
151万5,000円
473万2,500円
477万1,000円
543万3,000円
594万2,000円
1,569万9,906円
1,809万125円
4,444万円

4,823万480円
5,750万653円
7,107万9,000円

1億7,200万2,587円 
2億7,660万円

2億8,429万1,816円
3億473万8,791円

交通安全対策特別交付金
 56万円

自動車取得税交付金
37万9,558円

利子割交付金 14万7,000円

配当割交付金地方
特例交付金
株式等譲渡所得割交付金
寄附金
環境性能割交付金
繰入金
法人事業税交付金
分担金及び負担金
財産収入
地方譲与税
諸収入
使用料及び手数料
地方消費税交付金
県支出金
町債
町税
国庫支出金

配当割交付金地方
特例交付金
株式等譲渡所得割交付金
寄附金
環境性能割交付金
繰入金
法人事業税交付金
分担金及び負担金
財産収入
地方譲与税
諸収入
使用料及び手数料
地方消費税交付金
県支出金
町債
町税
国庫支出金

歳入：41億9,465万5,300円

令和5年度の決算概要

令和５年度 一般会計 および 特別会計 決算額表

一 般 会 計

国民健康保険（事業勘定）

国民健康保険（直診勘定）

後期高齢者医療

介 護 保 険

簡 易 水 道

農 業 集 落 排 水

漁 業 集 落 排 水

　 合 計 　

　

特　

別　

会　

計　

　会　計　名　
　 　 歳 　 入 　 　　 　 歳 　 　 出 　 　 　収 支 差 引　

　残　   　額　　 予 　 算 　 額 　　 決 　 算 　 額 　　収 入 率　　 予 　 算 　 額 　　 決 　 算 　 額 　　執 行 率　

37億6,371万8,800円

5億9,160万7,000円
4,958万円

7,841万1,000円
6億5,038万8,000円
6,983万8,000円
7,972万2,000円
1億4,856万円

54億3,182万4,800円 

41億9,465万5,300円

5億9,244万2,913円
4,710万6,510円
7,717万9,240円

6億3,051万9,889円
5,517万4,505円
6,121万8,650円
9,983万2,689円

57億5,812万9,696円

111.45%

100.14%
95.01%
98.43%
96.95%
79.00%
76.79%
67.20%

106.01%

37億6,371万8,800円 

5億9,160万7,000円 
4,958万円 

7,841万1,000円 
6億5,038万8,000円 
6,983万8,000円 
7,972万2,000円
1億4,856万円

54億3,182万4,800円 

32億1,899万1,837円

5億8,176万5,535円
4,701万1,451円 
7,554万5,717円
6億946万1,539円
5,311万5,410円
5,855万6,214円
8,547万549円

47億2,991万8,252円

85.53%

98.34%
94.82%
96.35%
93.71%
76.06%
73.45%
57.53%

87.08%

9億7,566万3,463円

1,067万7,378円
9万5,059円

163万3,523円
2,105万8,350円
205万9,095円
266万2,436円
1,436万2,140円

10億2,821万1,444円 

阿武町の令和５年度の一般会計と７つの特別会計の
歳入歳出決算は、監査委員２名による監査を経て、
令和６年 第３回 阿武町議会定例会で認定されました。
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町長
コラム

花田  憲彦 町長
はなだ      のりひこ

打
ば
て

響
く

打
ば
て

響
く

絶
品　
秋
の
シ
イ
ラ

　

先
日
、妻
が
道
の
駅
阿
武
町
で
、１
ｍ
近
い
大
き
な
シ

イ
ラ（
マ
ン
サ
ク
）を
買
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
、シ
イ
ラ
は
脂
が
の
り
に
く
い
魚

な
の
で
、ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
大
衆
魚
に
分
類
さ
れ
、価

格
も
安
い
の
で
す
が
、こ
れ
か
ら
の
時
季（
秋
）の
シ
イ
ラ
、

特
に
大
き
い
シ
イ
ラ
は
脂
が
の
っ
て
と
て
も
美
味
。

　

す
ぐ
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、妻
が
１
時
間
が
か
り
で
、

刺
身
用
、フ
ラ
イ
用
、焼
き
魚
用
に
捌
き
、半
加
工
の
後
、

真
空
パ
ッ
ク
し
て
冷
凍
庫
へ
。

　

多
分
そ
の
多
く
は
孫
た
ち
へ
の
ク
ー
ル
宅
配
便
に
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、そ
の
日
の
夕
飯
の
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
は
勿

論
、厚
切
り
の
刺
身
と
焼
き
魚
。

　

ダ
イ
ダ
イ
の
酢
を
か
け
て
食
べ
れ
ば
、こ
れ
が
絶
品
。

　

２
５
０
０
円
と
い
う
信
じ
ら
れ
な
い
価
格
で
、こ
ん

な
新
鮮
で
美
味
し
い
魚
が
食
べ
ら
れ
る
な
ん
て
贅
沢
の

極
み
で
す
が
、こ
れ
も
、宇
田
郷
や
奈
古
の
定
置
網
か
ら
、

朝
獲
れ
の
魚
が
道
の
駅
に
並
ぶ
か
ら
の
こ
と
で
、ま
さ

に
、地
の
利
の
極
み
だ
と
思
い
ま
す
。

　

道
の
駅
阿
武
町
に
は
、県
内
外
か
ら
多
く
観
光
客
が

買
い
物
に
立
ち
寄
ら
れ
ま
す
が
、生
魚
は
お
土
産
に
は

不
向
き
な
の
は
事
実
で
す
。

　

こ
の
鮮
度
抜
群
の
魚
介
を
、干
物
や
冷
凍
な
ど
で
は

な
く
、そ
の
ま
ま
の
鮮

度
で
お
土
産
に
持
っ

て
帰
っ
て
い
た
だ
く
方

法
は
な
い
も
の
か
。

●受付期間   令和6年10月４日（金）から

　　　　　　　　  　11月８日（金）まで （必着）
●試験日程    第１次試験
　　　　　 　　　【日 時】 令和6年11月24日（日）
　　　　　　　　　　　　　            　　　　9:00～13:00（予定）　
　　　　　 　　　【会 場】 阿武町役場 会議室
　
　　　　 　   第２次試験 （第１次試験合格者のみ）
　　　　 　　　　【日 時】 令和６年12月21日（土）
　　　　　　　　　　　　　            　　　　9:00～12:00（予定）　
　　　 　　　　　【会 場】 阿武町役場 会議室　　　　
　　　　 　　　　  

●受験資格
　　１．昭和60年４月２日以降に生まれた人（39歳以下）で、
　　　 保育士資格を有する人、または、令和７年３月までに資格取得見込みの人。

　　２．上記１にかかわらず、次のいずれかに該当する人は受験できません。
　　　　　（１） 日本国籍を有しない人
　　　　　（２） 成年被後見人または被保佐人
　　　　　（３） 禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、
　　　　　　    または、その執行を受けることがなくなるまでの人
　　　　　（４） 日本国憲法、または、その下に成立した政府を暴力で
　　　　　　    破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、
　　　　　　    または、これに加入した人

 試験職種・採用予定人員

採用予定者は
２月中旬までに内定し
　　 通知する予定です。
採用は、原則として
令和７年４月１日以降に行います。

受験案内・申込書は
ウェブサイトに
掲載しています。

採用後、
町内に居住できる方に

限ります。
ただし、特別な事情のある方は除きます。

保育士職 … 1人

問い合わせ・申込み先 
 総務課 行政係
☎ 08388-２-3110

令和6年度  阿武町職員 採用試験令和6年度  阿武町職員 採用試験
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８ 

月 

24 

日
か
ら 

26 

日
に
、
ア
メ

リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
現
地
の
飲
食

業
者
な
ど
を
招
き
、
萩
の
伝
統
産
業

で
あ
る
「
萩
焼
」
と
Ｇ
Ｉ
指
定
を
受

け
て
い
る
「
阿
武
・
萩
の
清
酒
」
を

試
飲
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
阿

武
の
鶴
酒
造
の
三
好 
隆
太
郎
さ
ん（
西

の
三
）
も
参
加
し
、
９
月
20
日
に
お

酒
と
町
の
Ｐ
Ｒ
の
結
果
を
町
長
に
報

告
し
ま
し
た
。

　

報
告
の
中
で
、
三
好
さ
ん
は
「
い
く

つ
か
の
卸
売
業
者
と
つ
な
が
り
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
山
口
の
酒
が

注
目
さ
れ
て
い
る
今
こ
そ
が
最
大
の

チ
ャ
ン
ス
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。」
と

述
べ
、手
ご
た
え
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
「
阿
武
の
美
味
し
い
魚
を
全
国
に

届
け
、雇
用
が
で
き
る
産
業
に
育
て
、

地
域
を
盛
り
上
げ
た
い
。」
そ
う
語

る
の
は
本
間 

孝
男
さ
ん(

惣
郷)

。

　

本
間
さ
ん
は
４
年
前
か
ら
鮮
魚

を
加
工
し
、
販
売
を
始
め
、
２
０

２
３
年
に
は「
真
鯛
の
大
吟
醸
漬
け
」

が
山
口
県
の
県
知
事
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
こ
の
度
新
し
い
加
工
場
を

宇
田
郷
に
設
け
、
事
業
を
さ
ら
に

拡
大
し
、
都
市
部
を
中
心
に
販
路

の
拡
大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
「
新
鮮
な
魚
が
毎
日
廃
棄
さ
れ
る

様
子
を
見
て
、
何
か
に
活
か
せ
な
い

か
と
考
え
て
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

こ
ん
な
に
美
味
し
い
魚
が
あ
る
の
に

そ
れ
を
知
っ
て
も
ら
え
な
い
。」
と

本
間
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
「
よ
い
試
作
品
が
で
き
て
も
、
校

庭
が
複
雑
だ
と
量
産
化
が
難
し
く
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
が
悪
け
れ

ば
、
手
に
取
っ
て
も
ら
え
な
い
難
し

さ
が
あ
る
。」
地
域
を
盛
り
上
げ
、

町
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
に
奮
闘
す

る
本
間
さ
ん
の
挑
戦
は
続
き
ま
す
。

　令和 3 年 3 月 30 日、阿武町と萩市にあ
る 6 つの酒蔵が醸造する日本酒が、酒類で
は中四国地方で初めて国が地域ブランドを
保護する制度「地理的表示（GI）」に指定
されました。
　「GI 萩」は、国税庁長官が指定する酒類
の地理的表示としては、全国で 15 例目、
清酒としては 8 例目の指定となります。

山
口
の
お
酒
が
注
目
さ
れ
て
る

今
が
チ
ャ
ン
ス
だ
と
考
え
ま
す

「あぶの空」の本間 孝男 さん

現地で交流を深める
三好 隆太郎 さん

阿
武
の
鮮
魚
を
加
工
し
て

都
市
部
を
中
心
に
販
路
を
拡
大

みよし りゅうたろう

ほんま  たかお

み
よ
し 
り
ゅ
う
た
ろ
う

港を臨む新しい加工場（宇田浦）

『ニューヨークへ』「酒蔵を復活させた若き杜氏」の挑戦

『阿武の鮮魚を全国へ』「あぶの空」の挑戦
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森・里・海

分校生からのプレゼントも！
みどり保育園と奈古分校が交流

鳴き砂の白い浜をいつまでも
「美しい村連合」ビューティフルデー

「地域に応援される人になる」
福賀小学校稲刈り

ま ち の 話 題ま ち の 話 題 ABU MonthlyTopicsABU MonthlyTopics

高校生のお姉さんと遊んだよ！21名のボランティアが参加

　10月３日、福賀小学校で児童と地域の方が
一緒になって稲刈りを行いました。
　これは、農業の楽しさを経験することを目的
に、田植えから稲刈りまで行なったもので、収
穫されたもち米は福賀大農業まつりのお餅に
使われます。
　参加した児童は、地域の方に教わりながら、
鎌を使い素早くかつ丁寧に稲を刈り取り、昨年
よりも早く刈り取りを終えることができました。
　「地域に応援される人になる」という先生の
言葉どおり、地域の元気になれるよう一生懸命
頑張る姿に、参加者全員が元気をもらった稲
刈りでした。

　９月13日、奈古分校の生徒がみどり保育園に訪れ、
児童と一緒に昔の遊びを体験しました。　
　けん玉、カルタ、コマ、お手玉のブースをスタンプラ
リー形式で回り、保育園で遊んだことのある遊びもあ
りましたが、想像以上に難しくて大苦戦していました。
　それでも高校生のお姉さんが優しいアドバイスの
おかげで、あきらめずに最後まで挑戦。
　頑張ったごほうびに高校生からプラ板のプレゼン
トもあり、達成感を味わいました。

　9月29日、清ヶ浜の清掃ボランティア「鳴き砂復活
隊」の活動が「日本で最も美しい村連合」のビューティ
フルデー特別企画として開催され、町内から21名の
参加がありました。
　1歳から80歳代まで多世代が参加し、１時間でトッ
プカーいっぱいのゴミが集まり、活動終了後には、特
別企画の特産品参加賞が全員に配られました。
　鳴き砂復活隊の活動は、毎月最終日曜日（12月のみ
第2日曜日）の午前9時から1時間程度で、町内外どな
たでも申込み不要で参加できます。
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”魅せる”演技に大満足！
「DRUM TAO」阿武町公演

あなたの身近なまちの話題をお寄せください。まちづくり推進課　☎2-3111

　10月２日、「東京ふるさと阿武町会」幹事長の三浦
孝夫さんを講師に招き、徳山藩に仕えた３家（松浦藩、
谷家、安野家）についての歴史講演会が開催されまし
た。
　講演では、江戸時代の記録書「奈古勘場日記」から
読み取れる３家のルーツや役割、その後について語ら
れ、参加された方からは「阿武の歴史をかみ砕いて解
説されていて、とても理解が深まりました。」との声が
あり、今後の歴史の研究に期待が高まる講演会にな
りました。

「奈古勘場日記」から阿武の歴史を解説「お宝ゲット」で自陣にお宝を運ぶ様子

徳山藩に仕えた３家を紐解く
阿武町歴史講演会

体育センターで大盛り上がり！
こども教室「おもしろ運動会」

　9月25日、伝統楽器である和太鼓を中心に
圧倒的なパフォーマンスで表現する「DRUM 
TAO」のステージが阿武町文化ホールで開催
され、新作「Future」の初公演ということもあり、
町内外から多くの方が訪れました。
　屈強なメンバーの和太鼓を中心に”魅せる”
パフォーマンスで会場は大盛り上がり。大型
ディスプレイに映し出される映像も相まって、
和楽器の奏でる美しい音に多くの人が魅了さ
れました。
　「想像以上の迫力に圧倒されました！」と
いった声もあり、大満足の公演となりました。

　９月25日、放課後こども教室で松浦美栄子さん（元
みどり保育園園長）による「おもしろ運動会」が開催さ
れました。保育園の頃の運動会に比べて少し難しく
なったルールや競技に子どもたちは戸惑いながらも果
敢に挑戦。
　子どもたち同士で「どうすれば相手のチームに勝つ
ことができるか」を考えて、協力しないとうまく勝利を
収めることができません。
　ひとりの力では勝てないことに子どもたちが気づき
自分たちで考え行動するなど、保育園からの成長した
姿を講師の松浦さんに見せることができました。
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長
寿
の
お
祝
い 

（
敬
称
略
）　

　　
百
歳
以
上
長
寿

長
　
山
　
八
代
江

吉
　
岡
　
ハ
マ
ヨ

有
　
田
　
光
　
代

柳
　
井
　
シ
ヅ
子

　
白 

寿 

（
99
歳
）

小
　
野
　
ミ
サ
ヲ

池
　
田
　
節
　
子

金
　
子
　
夏
　
子

大
　
野
　
政
　
子

山
　
中
　
ヤ
ヨ
イ

末
　
舛
　
百
合
子

伊
　
藤
　
靜
　
子

水
　
津
　
三
　
枝

岡
　
　
　
十
　
郎

齋
　
藤
　
　　
惠

　
卒 

寿 

（
90
歳
）（
38
人
）

田
　
中
　
郁
　
代

小
　
野
　
君
　
江

池
　
田
　
富
美
江

小
　
野
　
敏
　
子

末
　
益
　
八
枝
子

小
　
田
　
裕
　
次

長
　
山
　
節
　
子

斎
　
藤
　
ヤ
ス
ヱ

小
　
野
　
　
清

礒
　
部
　
　
馨

林
　
　
　
泰
　
江

後
　
根
　
筆
　
子

小
　
野
　
春
　
江

出
　
羽
　
悦
　
子

小
　
野
　
澤
　
子

中
　
村
　
ト
ミ
ヱ

佐
　
村
　
　
守

杉
　
原
　
俊
　
馬

高
　
橋
　
良
　
子

近
　
藤
　
ア
サ
子

　
　
刈
　
イ
サ
子

佐
々
木
　
ス
ミ
コ

藤
　
田
　
ミ
ツ
代

桑
　
原
　
艶
　
子

堀
　
　
　
千
代
子

佐
　
藤
　
洋
　
子

伊
　
藤
　
米
　
子

市
　
原
　
　
正

田
　
村
　
謹　
吾

田
　
中
　
ヒ
サ
子

矢
　
次
　
富
美
子

末
　
益
　
ヒ
ナ
ヨ

藤
　
村
　
　　
子

黒
　
川
　
五
　
郷

木
　
原
　
百
合
子

村
　
木
　
仁
　
代

堀
　
山
　
多
喜
子

上
　
村
　
易
　
子

　
米 

寿 

（
88
歳
）（
38
人
）

水
　
津
　
喜
代
子

水
　
津
　
春
　
代

齊
　
藤
　
和
　
枝

藤
　
田
　
靜
　
子

池
　
田
　
善
　
次

烏
　
田
　
和
　
美

小
　
野
　
禮
　
司

吉
　
田
　
敦
　
江

白
　
石
　
京
　
子

梅
　
地
　
幸
　
穗

末
　
　
　
澄
　
子

吉
　
田
　
市
　
子

末
　
益
　
敬
　
子

田
　
中
　
春
　
雄

兼
　
田
　
眞
　
澄

松
　
浦
　
政
　
子

大
　
野
　
孝
　
之

髙
　
橋
　
佐
和
代

水
　
津
　
　
肇

小
　
林
　
正
　
治

小
　
野
　
惠
　
生

佐
　
伯
　
　
崧

三
　
好
　
キ
ヨ
コ

安
　
野
　
孝
　
子

岡
　
村
　
千
代
子

松
　
浦
　
昌
　
子

　
　
田
　
好
　
子

市
　
原
　
和
　
子

田
　
村
　
治
　
枝

松
　
田
　
操
　
子

上
　
村
　
照
　
男

倉
　
田
　
吉
　
次

近
　
藤
　
光
　
子

本
　
野
　
和
　
枝

岩
　
本
　
昭
　
市

金
　
﨑
　
美
代
子

茂
　
刈
　
　　
子

茂
　
刈
　
澄
　
子

　
金
婚
寿
齢
記
念 

（
８
組
）

池
田
　
誠
・
久
美
子

米
原
　
丈
雄
・
紀
美
子

中
村
　
勉
・
康
　
子

師
井
　
啓
司
・
律
　
子

和
田
　
憲
嗣
・
兌
　
子

田
中
　
靖
夫
・
元
　
子

西
村
　
紘
治
・
百
　
江

村
木
　
實
・
由
貴
枝

（
103
歳
・
東
方
）

（
100
歳 

・
清
光
苑
）

（
101
歳
・
中
村
）

（
100
歳
・
宇
田
浦
）

（
上

郷
）

（
釡

屋
）

（
清
光
苑
）

（
恵
寿
苑
）

（
恵
寿
苑
）

（
恵
寿
苑
）

（
恵
寿
苑
）

（
恵
寿
苑
）

（
宇
生
賀
中
央
）

（
宇
田
中
央
）

（
木

与
）

（
上

郷
）

（
上

郷
）

（
野

柳
）

（
東

方
）

（
東

方
）

（
東

方
）

（
東

方
）

（

市

）

（

市

）

（
西
の
一
）

（
西
の
二
）

（
西
の
三
）

（
浜
の
一
）

（
浜
の
二
）

（
釡

屋
）

（
飯    

谷
）

（
釡

屋
）

（
清
光
苑
）

（
清
光
苑
）

（
清
光
苑
）

（
清
光
苑
）

（
清
光
苑
）

（
恵
寿
苑
）

（
恵
寿
苑
）

（
恵
寿
苑
）

（
下
東
郷
）

（
下
東
郷
）

（
新

田
）

（
野

沢
）

（
宇
田
地
）

（
金

社
）

（
宇
生
賀
中
央
）

（
宇
生
賀
中
央
）

（
栃

原
）

（
宇
田
浦
）

（
惣

郷
）

（
惣

郷
）

（
木
与
）

（
木
与
）

（
木
与
）

（
寺
東
）

（
寺
東
）

（
下
郷
）

（
下
郷
）

（
東
方
）

（
東
方
）

（
東
方
）

（

市

）

（

市

）

（

土

）

（

土

）

（
西
の
一
）

（
西
の
三
）

（
浜
の
一
）

（
浜
の
一
）

（
浜
の
二
）

（
美
浜
）

（
釡
屋
）

（
釡
屋
）

（
清
光
苑
）

（
清
光
苑
）

（
恵
寿
苑
）

（
恵
寿
苑
）

（
恵
寿
苑
）

（
下
東
郷
）

（
新
田
）

（
野
沢
）

（
宇
生
賀
中
央
）

（
上
笹
尾
）

（
宇
田
中
央
）

（
宇
田
浦
）

（
宇
田
浦
）

（
尾
無
畑
）

（
惣
郷
）

（
惣
郷
）

（
上
郷
）

（
筒
尾
）

（
宇
生
賀
中
央
）

（
上
笹
尾
）

（
下
笹
尾
）

（
栃
原
）

（
宇
田
中
央
）

（
宇
田
中
央
）

四川変面四川変面

あぶ健康いきいきフェスタあぶ健康いきいきフェスタ

9/27に町民センター文化ホールで、長寿を祝う「あぶ健康いきいきフェスタ」が開催され、町内３地区
から長寿のみなさんが参加されました。毎年恒例の「鹿島劇団」のショーでは、「四川変面」や「花の舞踊」
など楽しんだほか、参加者同士の交流もあり、皆が笑顔になれるひとときになりました。

敬老お祝い行事敬老お祝い行事

対象者は令和６年９月１日調べ

花の舞踏ショー花の舞踏ショー

素晴らしいショーをありがとう！素晴らしいショーをありがとう！

 

な
が
や
ま 

や
よ
え

 

よ
し
お
か 

は
ま
よ

 

あ
り
だ 

み
つ
よ

 

や
な
い 

　
　
　
こ

 

お
の

 

い
け
だ 

せ
つ
こ

 

か
ね
こ 

な
つ
こ

 

お
お
の 

ま
さ
こ

 

や
ま
な
か

 

す
え
ま
す 

ゆ
り
こ

 

い
と
う 

し
ず
こ

 

す
い
づ 

み
つ
え

お
か 

 

じ
ゅ
う
ろ
う

 

さ
い
と
う 

は
つ
え

 

た
な
か 

い
く
よ

 

お
の 

き
み
え

 

い
け
だ 

ふ
み
え

 
お
の 

と
し
こ

 

す
え
ま
す 

や
え
こ

 

お
だ 

や
す
じ

 

な
が
や
ま 
せ
つ
こ

 

さ
い
と
う 

 

お
の 

き
よ
し

 

い
そ
べ 

か
お
る

 

は
や
し 

や
す
え

 

う
し
ろ
ね 

ふ
で
こ

 

お
の 

は
る
え

 

い
ず
わ 

え
つ
こ

 

お
の 

さ
わ
こ

 

な
か
む
ら 

 

さ
む
ら 

ま
も
る

 

す
ぎ
は
ら 

と
し
め

 

た
か
は
し 

り
ょ
う
こ

 

こ
ん
ど
う 

　
　
　
　
こ

 

も
が
り 

　
　
　
　
こ

 

さ
さ
き 

 

ふ
じ
た 

　
　
　
　
よ

 

く
わ
ば
ら 

つ
や
こ

 

ほ
り 

ち
よ
こ

 

さ
と
う 

よ
う
こ

 

い
と
う 

よ
ね
こ

 

い
ち
は
ら 

た
だ
し

 

た
む
ら 

き
ん
ご

 

た
な
か 

ひ
さ
こ

 

や
つ
ぎ 

ふ
み
こ

 

す
え
ま
す 

 

ふ
じ
む
ら 

あ
い
こ

 

く
ろ
か
わ 

い
つ
さ
と

 

き
は
ら 

ゆ
り
こ

 

む
ら
き 

と
も
よ

 

ほ
り
や
ま 

た
き
こ

 

か
み
む
ら 

や
す
こ

 

す
い
ず 

き
よ
こ

 

す
い
ず 

は
る
よ

 

さ
い
と
う 

か
ず
え

 

ふ
じ
た 

し
ず
こ

 

い
け
だ 

よ
し
つ
ぐ

 

か
ら
す
だ 

か
ず
み

 

お
の 

れ
い
じ

 

よ
し
だ 

あ
つ
え

 

し
ら
い
し 

き
ょ
う
こ

 
う
め
ぢ 

ゆ
き
ほ

 

す
え
わ
か 

す
み
こ

 

よ
し
だ 
い
ち
こ

 

す
え
ま
す 

け
い
こ

 

た
な
か 

は
る
お

 

か
ね
た 

ま
す
み

 

ま
つ
う
ら 

ま
さ
こ

 

お
お
の 

た
か
ゆ
き

 

た
か
は
し 

さ
わ
よ

 

す
い
づ 

は
じ
め

 

こ
ば
や
し 

ま
さ
は
る

 

お
の 

し
げ
お

 

さ
え
き 

た
か
し

 

み
よ
し 

き
よ
こ

 

や
す
の 

た
か
こ

 

お
か
む
ら 

ち
よ
こ

 

ま
つ
う
ら 

ま
さ
こ

 

う
め
だ 

よ
し
こ

 

い
ち
は
ら 

か
ず
こ

 

た
む
ら 

は
る
え

 

ま
つ
だ 

み
さ
こ

 

か
み
む
ら 

て
る
お

 

く
ら
た 

よ
し
つ
ぐ

 

こ
ん
ど
う 

み
つ
こ

 

も
と
の 

か
ず
え

 

い
わ
も
と 

し
ょ
う
い
ち

 

か
な
ざ
き 

み
よ
こ

 

も
が
り 

し
げ
こ

 

も
が
り 

す
み
こ

 

い
け
だ 

ま
こ
と 

く
み
こ

 

よ
ね
は
ら 

た
け
お 

き
み
こ

 

な
か
む
ら 

つ
と
む 

や
す
こ

 

も
ろ
い 

け
い
じ 

り
つ
こ

 

わ
だ 

の
り
つ
ぐ 

と
し
こ

 

た
な
か 

や
す
お 

も
と
こ

 

に
し
む
ら 

こ
う
じ 

も
も
え

 

む
ら
き 

み
の
る 

ゆ
き
え

私も今年で御年 88歳を迎えます。
皆さまどうぞいつまでもお健やか
にお暮しください。



防災ヘリで救助される役場職員

自主避難開始 土嚢訓練 炊き出し訓練

放水準備

消火開始

「きらら」による救助訓練

避難住民の支援

避難訓練（いらお苑）

県警機動隊による救助訓練

心肺蘇生訓練
煙体験コーナー

令和6年度  阿武町 総合防災訓練
　10月６日、福賀地区を中心に総合防災訓練を実施しました。
　これは、大雨が降り続き、西山断層を震源とする震度５強の地震が発生し、土砂災
害や火災などが想定して訓練を行うものです。
　いつ起こるかわからない大災害の発生を想定し、災害応急対策活動を主体とした
総合防災訓練を実施することで、防災関連機関の相互連携や地域団体、住民の防災
意識の高揚を図ることができました。

消火器訓練

VRを用いた災害の疑似体験仮設テントや簡易ベッドの体験

　

多
目
的
ホ
ー
ル
で
は
、
避
難
用
テ
ン
ト
や
簡
易
ベ
ッ
ド

が
設
置
さ
れ
、
災
害
時
の
様
子
を
Ｖ
Ｒ
で
体
験
で
き
る
ブ
ー

ス
な
ど
も
あ
り
、
防
災
へ
の
危
機
管
理
意
識
も
高
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
Ｖ
Ｒ
に
よ
る
疑
似
体
験
を
通
じ
て
、

災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
る
で
き
ま
し
た
。」
と
の
声
が
あ

り
ま
し
た
。
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山
口
県
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
　
　
　
　
柔
道
競
技

10
／

6
維
新
百
年
記
念
公
園 

維
新
大
晃
ア
リ
ー
ナ
武
道
場（
山
口
市
）

柔
道 

女
子
団
体
戦

◆
優
勝 

Ａ
Ｂ
Ｕ
柔
道
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

 

萩
近
郷
柔
道
大
会

９
／

16 

萩
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
萩
武
道
館

柔
道 

小
学
６
年
生
女
子
40
㎏
超
級
の
部

◆
第
２
位 

里
川 

瑞
希 （
阿
武
小
６
年
）

柔
道
小
学
４
年
生
女
子
35
㎏
以
下
級
の
部

◆
第
３
位 

小
野 

紗
生 （
阿
武
小
４
年
）

柔
道
小
学
４
年
生
女
子
35
㎏
以
下
級
の
部

◆
第
３
位 

土
井 

時
雨 （
阿
武
小
４
年
）

萩
市・阿
武
町
中
学
校

　
　
　
　
　
新
人
体
育
大
会

９
／

21
萩
東
中
学
校　

武
道
場

柔
道 

男
子
中
重
量
級

◆
第
２
位 

里
川 

玄
馬（
阿
武
中
２
年
）

教育委員任命式（再任）教育委員任命式（再任）

やすみつ  あきふみ

　10月２日、教育委員任命式が行われ、安光 明文 委員および三浦 美和子　

委員に委嘱状が交付されました。
 　これは１期４年の両委員の任期が９月30日をもって満了することに伴い再
任するもので、任命式で委員は「複雑化する学校教育について少しでも力に
なれるよう引き続き尽力いたします。」と決意を新たに新たに述べられました。 安光 明文 委員　　　三浦 美和子　委員

みうら　みわこ

やすみつ  あきふみ みうら　みわこ

さ
と
か
わ　

み
ず
き

お
の     　

す
ず
な

ど
い　

  

し
ぐ
れ

さ
と
か
わ　

は
る
ま

総務課  
☎2-3110

令和6年度 秋季全国火災予防運動  （11月９日～15日）
萩市消防本部管内では、今年９月上旬までに13件の火災が発生し、過去5年間で出火原因として最も多いのは
「枯草焼き」によるものです。

① 寝たばこは絶対にしない、させない　　　  ② ストーブの周りに燃えやすいものを置かない　
③ こんろを使うときは火のそばを離れない　 ④ コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く

① 火災発生を防ぐために、ストーブやこんろ等は安全装置の付いた機器を使用する。
② 火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し、１０年を目安に交換
　する。
③ 火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、衣類及びカーテンは、防炎品を　
　使用する。
④ 火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置し、使い方を確認しておく。
⑤ お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法を常に確保し、備えておく。
⑥ 防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防火対策を行う。

◎住宅防火　いのちを守る　１０のポイント
４つの習慣

６つの対策
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9
／

30 
阿
武
町
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

　
　
　
「
一
日
大
学
生
体
験
」

　

今
回
の
講
座
で
は
、
萩
市
の
至
誠
館

大
学
を
訪
問
し
、
実
際
に
講
義
を
受
け
、

学
食
で
昼
食
を
と
っ
て
、
一
日
大
学
生

体
験
を
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
４
名
は
全
員
初
め
て
の
訪

問
で
、
と
て
も
新
鮮
な
気
分
を
味
わ
う

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

講
義
で
は
、
木
を
材
料
と
し
た
ネ
ー

ム
プ
レ
ー
ト
作
り
に
挑
戦
。
講
義
を
し

て
い
た
だ
い
た
佐
藤
教
授
か
ら
は
、「
い

ろ
い
ろ
な
形
の
木
を
使
っ
て
、
創
造
力

を
働
か
せ
る
こ
と
が
大
事
」
と
教
わ
り

ま
し
た
。

　

集
中
し
て
作
品
作
り
に
取
り
組
む
こ
と
２
時
間
弱
。

　

そ
れ
ぞ
れ
個
性
豊
か
な
作
品
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
学
食
で
食
事
を
と
り
、
構
内
を
見
学
し
て
、
大
学

生
体
験
を
満
喫
し
て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

9
／

8 

グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
環
境
整
備

　

ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
の
環
境
整

備
作
業
を
実
施
し
、を
22
人
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。８
月
は
雨
が
ほ
と
ん
ど
降
ら

な
か
っ
た
せ
い
か
、周
辺
部
の
雑
草
も
や

や
少
な
い
よ
う
で
し
た
が
、そ
れ
で
も
作

業
が
終
了
す
る
と
見
違
え
る
よ
う
に
き
れ

い
に
な
り
ま
し
た
。ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

9
／

19 

宇
田
郷
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
会

　

第
178
回「
お
い
し
い
果
実
、食
べ
て
夏
ば
て
解
消
、味
覚
の
秋
」

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
、ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

9
／

20 

秋
の
交
通
安
全
週
間
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ

　

秋
の
交
通
安
全
週
間
が
は
じ
ま
る

こ
と
か
ら
、町
内
で
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
活

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

宇
田
郷
地
区
で
は「
事
故
な
し
」を

祈
願
し「
梨
」を
配
付
し
て
安
全
啓
発

を
し
ま
し
た
。

　

連
休
前
と
い
う
こ
と
も
あ
り
県
外

ナ
ン
バ
ー
の
車
が
多
く
、よ
い
啓
発
活

動
に
な
り
ま
し
た
。

【男性の部】
◆優　勝  白石 修照（宇田中央）
◆準優勝  堀　泰司（惣郷）
◆第３位  清水 清美（宇田浦）
【女性の部】
◆優　勝  中村 雅子（宇田中央）
◆準優勝  堀　小百合（惣郷）
◆第３位  梅田　春美（宇田浦）

8
／

22 

ふ
れ
あ
い・い
き
い
き
サ
ロ
ン
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　

楽
し
い「
流
し
そ
う
め
ん
」！

　

毎
月
楽
し
い
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
、
ふ
れ
あ
い
・
い
き

い
き
サ
ロ
ン
。
福
寿
会
（
宇
田
地
、
栃
原
、
新
生
）
で
は
、

室
内
で
「
流
し
そ
う
め
ん
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

水
流
と
い
っ
し
ょ
に
流
れ
て
く
る
そ
う
め
ん
を
箸
で

す
く
い
、
美
味
し
そ
う
に
す
す
る
姿
に
思
わ
ず
笑
顔
が
こ
ぼ

れ
ま
す
。

　

い
つ
も
と
違
っ
た

形
で
そ
う
め
ん
を
食

べ
る
こ
と
で
、
特
別

に
美
味
し
く
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
お
家
で
流
し
そ

う
め
ん
」
で
ち
ょ
っ

と
ト
ク
ベ
ツ
感
の
あ
る
時
間
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

8
／

23 

「
シ
ニ
ア
交
通
安
全
の
講
習
会
」で
安
全
を
確
認

　
　
　

交
通
安
全
協
会
福
賀
分
会

　

令
和
６
年
度
交
通
法
令
講
習
会
（
萩
交
通
安
全
協
会
福
賀

分
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
シ
ニ
ア
の
交
通
安
全
」
を
テ
ー
マ
に
、
山
口
県

警
本
部
の
村
岡
巡
査
部
長

さ
ん
の
実
演
を
交
え
て
の

お
話
し
が
あ
り
、
歩
行
者

の
道
路
横
断
の
危
険
性

や
、
夜
間
の
歩
行
者
の
見

せ
る
反
射
材
の
効
能
に
つ

い
て
な
ど
、
わ
か
り
や
す

い
説
明
を
交
え
て
の
お

話
。
交
通
安
全
に
つ
い
て

し
っ
か
り
考
え
る
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

＜敬称略＞＜敬称略＞

しらいし  みちてる

ほり　　 ひろし

  しみず　きよみ

なかむら　まさこ

ほり　　　 さゆり

  うめだ　　　はるみ

図書ルーム新刊のご紹介

その他、児童書や話題の書籍もあります。読みたい本の
リクエストも随時受け付けています。ぜひご利用ください。

タ　イ　ト　ル 著　者
ドラゴン最強王図（最強王図鑑シリーズ）
山の今昔物語
たぬきの冬: 北の森に生きる動物たち
心の嵐を青空に
おやすみレストラン　おすしやさん
いちごりら (ポプラ社の絵本 99)
かみさま、いっしょうのおねがい!
たぶん私たち一生最強
ツミデミック
サンショウウオの四十九日
義父母の介護 (新潮新書 1052)
ルポ　スマホ育児が子どもを壊す
名探偵のままでいて（宝島社文庫 『このミス』大賞シリーズ）
告白撃
笑う森
つかめ！理科ダマン2～7
歪んだ幸せを求める人たち：ケーキの切れない非行少年たち3
大大陸に陽は落ちて
ずっとそこにいるつもり?
それでもなぜ、トランプは支持されるのか: アメリカ地殻変動の思想史
武田の金、毛利の銀

なんばきび
工藤隆雄
石城謙吉
美輪明宏
misato.
麻生かづこ
といよしひこ
小林早代子
一穂ミチ
朝比奈秋
村井理子
石井光太
小西マサテル
住野よる
荻原浩
シン・テフン
宮口幸治
海老名香葉子
古矢永塔子
会田弘継
垣根涼介

実演を交え
た

わかりやす
い講習実演を交え
た

わかりやす
い講習

みんなで楽しく流しそうめん
みんなで楽しく流しそうめん

もくもくと集中して・・・もくもくと集中して・・・「電動ノコギリ」にも挑戦！「電動ノコギリ」にも挑戦！
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　「あぶ町食育しあわせプラン実行委員会」では、小中学生と、その
家族を対象に、地元食材を使った「家庭でもできるアイデア
キャンプ飯」をテーマに、アイデア料理を募集しました。
　９月６日に１次審査（書類審査）、９月28日には、1次審査を通
過された２組のみなさんに集まっていただき、町民センターで2
次審査（試食審査）を行いました。
　少し緊張気味でスタートした２次審査でしたが、次第に緊張
もほぐれ、日頃から家で料理を作っておられ、とても手際よく、
親子で楽しく研究を重ねた自慢のアイデアキャンプ料理を作ら
れていました。■最優秀賞■■最優秀賞■

■優秀賞■■優秀賞■

　夏休みの大変お忙しい中、ご家族でいろいろなアイデアを
出しあい、食に関する会話が増えたのではないかと思います。
　おいしく楽しく食べることは、とても素敵なことです。
　みなさんのご応募、本当にありがとうございました。

阿武町生活改善実行グループ連絡協議会：友廣 多賀枝 会長 　　ポ・ヤシロ 道の駅阿武町店：上村 萌那 代表

萩青年会議所：永安 亮一 理事長　　　　　　　　　　　　　　阿武町教育委員会：網本 徳文 教育長

審 

査 

員

ともひろ　たかえ

ながやす りょういち
健康福祉課 
☎2-3113

■審査員特別賞■■審査員特別賞■ ■アイデア賞■■アイデア賞■
じゃがまる
　ハンバーガー
じゃがまる
　ハンバーガー

当日は都合によりご欠席でし
たが、優秀なメニューなので
表彰させていただきます。

阿武中２年

　池田 莉九斗くん
　    母・恵美子さん

  いけだ　    りくと

　　　　　　えみこ

阿武中２年

　池田 莉九斗くん
　    母・恵美子さん

  いけだ　    りくと

　　　　　　えみこ

阿武中１年
　平田 雫月妃さん
　    母・佳小里さん

ひらた　　　しづき

　　　　   　かおり

阿武中１年
　平田 雫月妃さん
　    母・佳小里さん

ひらた　　　しづき

　　　　   　かおり

阿武中３年 藤原 帆乃さん   母・美智代さん
ふじわら　ほの　　　　　　　　　　  みちよ

阿武中３年 藤原 帆乃さん   母・美智代さん
ふじわら　ほの　　　　　　　　　　  みちよ

みんなのアイデア料理がメニュー化決定

【はしる進隆丸さん】
11/１７「あぶらぶ祭（奈古地区ふるさとまつり）」
阿武中2年池田 莉九斗くん「簡単アヒージョ」
阿武中２年山本 彩華さん「ナッシュ」

【ポ・ヤシロ　道の駅阿武町店さん】
11/23・24

阿武中2年久保田 芙優さん
「BBQ後にサッパリ無添加カルピスキウイ」

【カフェ846さん（道の駅直売店で販売）】
11/11・12・14・15

阿武中2年池田 里穂さん
「豚肉チャーハンスタミナ炒め」

令和 6年度

アイデア料理
コンテスト
結 果 発 表

令和 6年度

アイデア料理
コンテスト
結 果 発 表

イカのおしゃれ焼きイカのおしゃれ焼き

さば　ときのこ（季節の野菜）の

トマトソースホイル焼きカレー風味

さば　ときのこ（季節の野菜）の

トマトソースホイル焼きカレー風味

缶缶

簡単アヒージョ簡単アヒージョ

かみむら  もな

あみもと  なるふみ

阿武中２年 柳井 咲真くん    母・恵子さん
やない　　さくま　　　　  　　　　　 けいこ

阿武中２年 柳井 咲真くん    母・恵子さん
やない　　さくま　　　　  　　　　　 けいこ

今年もアイデアが優れたメ
ニューに対して「アイデア賞」
をお送りします。

いけだ　   りほ

くぼた　         ふゆ

やまもと　あやか

いけだ　    りくと

16



まちのヘルスメイトさんまちのヘルスメイトさん
       \ \ヘルスメイトの活動を紹介します!//

記事：ヘルスメイト 末益 隆（西の二）

みんなで作って、みんなで楽しく♪
“宇田郷しあわせ会”

みんなで作って、みんなで楽しく♪
“宇田郷しあわせ会”

　今回は９月６日（金）、阿武町ふれあいセンター
で開催された高齢者を対象とした料理教室『宇田
郷しあわせ会』の様子を紹介します。
　３人のヘルスメイトと男女15人が季節の野菜
を使った調理に挑戦しました。
　参加者からは、「いつもはひとりで食べるけど、
みんなで食べたから美味しく楽しい食事の時間に
なりました。」との声があり、和やかなひと時を過
ごしました。

萩青年会議所のお兄さんもお手伝い萩青年会議所のお兄さんもお手伝い

季節の野菜を使ったゴーヤのつみれきのこの酢の物具沢山の味噌汁

　アイデア料理コンテストに応募されたレシピを活用した「おやこクッ
キング～つくってみようアイデア料理～」が萩青年会議所の主催で開
催され、ABUキャンプフィールドのテストキッチンに町内6組の親子が
集まり、お家でも作れるキャンプ飯に挑戦しました。
　クッキングを通じて人と関わり、阿武町産品の魅力を町内外に発信
することを目的に萩青年会議所が主催するもので、
青年会議所のスタッフと一緒に、４品を
完成させ、交流を楽しみながら青空の
下で、美味しく料理をいただきました。

岩本 房枝さん　田中 洋子さん　山下 宮子さん

田川 翼沙さん(東方)
「おにぎりを作るのが
難しかったけど、お父さ
んと一緒に作ることが
できて、楽しかった！」 中村 凛希くん（東方）

ねじりパン

（門井はなさん考案
）

ねじりパン

（門井はなさん考案
）

パタパタおにぎり

（松田 育磨くん考案
）

パタパタおにぎり

（松田 育磨くん考案
）

梨のツナサラダ
（黒川 翔平くん考案）
梨のツナサラダ

（黒川 翔平くん考案）

さば缶ときのこ（季節の野菜）の
トマトソースホイル焼ききカレー風味

（藤原 帆乃 さん考案）

さば缶ときのこ（季節の野菜）の
トマトソースホイル焼ききカレー風味

（藤原 帆乃 さん考案）

まつだ     　いくままつだ     　いくまかどいかどい

ふじわら        ほのふじわら        ほの

くろかわ しょうへいくろかわ しょうへい

たがわ　つばさ

なかむら　りき

すえます  たかし

いわもと　ふさえ　               たなか　ひろこ　               やました  みやこ

おやこクッキング
～作ってみようアイデアキャンプ飯～

おやこクッキング
～作ってみようアイデアキャンプ飯～
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健康福祉課  ☎2-3113

特定健診の受け方（国保加入の40～74歳の方へ※年度末年齢）

　生活習慣病とは、食事や飲酒、運動などの生活習慣が深く関与し、それらが発症の要因となる疾患の
総称です。
　「脂質異常症」「糖尿病」「高血圧症」などの生活習慣病により動脈硬化へとつながり、「心筋梗塞」、
「脳血管疾患」などの命に関わる疾患へつながることがあります。
　特定健診を受けて病気のリスクを早期発見・早期予防をしましょう！

集団健診
●日程：11月23日（土）
●会場：町民センター（奈古）

●予約：健康福祉課（2-3113）/支所/

　　　　QRコードから申し込む

●予約期間：11月8日（金）まで

個別健診
●日程：2月28日（金）まで
●会場：阿武町・萩市内の
　　　　実施医療機関

●予約：医療機関へ直接予約 

提出の流れ
①健康福祉課へ検査結果を持参する
②不足項目を測定する（血圧、尿検査等）
③結果の説明を受ける

結果を提出すると…
　保健師から健診結果の説明や
　　　保健指導が受けられる！
　ささやかな粗品をプレゼント

みなし健診（任意検査）～検査結果の提出で特定健診結果の登録ができます～
　職場の健診や医療機関で特定健診と同項目の検査を受けている場合、その「検査結果」を阿武町に
ご提出いただくと特定健診を受診したとみなすことができます。
　ご不明な点は下記までお気軽にお問い合わせください。

対象の方へ医療機関からも、検査結果提出の声かけをしていただく予定です。
結果提出のご協力をお願いします。

生活習慣病になると…生活習慣病になると… 高血圧ゼロで脳血管疾患予防プロジェクト

●食べ過ぎ
●飲み過ぎ
●運動不足
●喫煙習慣
　　　など

こんな生活を
続けていると…

●脂質異常症
●糖尿病
●高血圧症など

生活習慣病

●心筋梗塞
●脳血管疾患
●糖尿病合併症など
 

命に関わる疾患内
臓
脂
肪
が
増
加

放
置
し
て
い
る
と…

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

進
行
す
る
と…

さ
ら
に
放
置
す
る
と…

動
脈
硬
化

予約受付中！ 健診のしおりp.9に
実施医療機関記載

「高血圧ゼロで脳血管疾患予防プロジェクト」
健康習慣❻

みんなで 　
　    実践！

♪ハ
ッピー

あぶ町♪
♪ハ

ッピー
あぶ町♪

特定健診を受けて病気のリスクの早期発見・早期予防をしましょう

※20～ 39歳で健診を受ける機会のない方も①②の検診を受けることができます（保険問わず）
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　阿武町の海と山に囲まれた豊かな自然に惚れ込み、
昨年家族５人で京都より移住してきました。
　現在は宇久に住んでおり、地域の方々の温かさに触れ、
阿武町は私たちの故郷になりつつあります。
　自身の移住の経験を活かして、移住を考えている方に、
住まいや仕事の情報を発信していきたいと思います。

　阿武町の海と山に囲まれた豊かな自然に惚れ込み、
昨年家族５人で京都より移住してきました。
　現在は宇久に住んでおり、地域の方々の温かさに触れ、
阿武町は私たちの故郷になりつつあります。
　自身の移住の経験を活かして、移住を考えている方に、
住まいや仕事の情報を発信していきたいと思います。

任務  「阿武町暮らし支援センターshiBano」運営など

阿武町暮らし支援センター shiBano 
開所日時　火・木・土  9：00～17：00

10月１
日

着任!
  10月１

日

着任!
  
 集落支援員

 福本　幸恵 
ふくもと　　　　   さちえ

 集落支援員

 福本　幸恵 
ふくもと  　 　 　 　  さちえ

tel : 08388-2-3388 開所日以外の利用希望は
あらかじめ ご相談ください。

祝！ 100歳長寿祝！ 100歳長寿
岡　十郎さん （宇生賀中央）  
 大正13年10月5日生まれ

おか　　　 じゅうろう

10
月
生
ま
れ

夫は漁師、子ども３人は自然の中
ですくすくと育っています。
もっと賑やかな町になるよう
頑張っていきたいです！

　「毎日の楽しみは日々のニュース
番組を見ることです。健康の秘訣
は毎日よく噛んで食べること。」と
話す十郎さん。
　100 歳を迎えられても話す言葉
には元気を感じられ、思い出話に
花を咲かせました。
　これからもどうぞお元気で！

平田 千愛さん  （東方）
令和5年10月24日生まれ

　パパ ： 哲也さん　ママ ： 奈津子さん

　はじめまして♪ちなりです！
　兄妹仲良く、毎日にぎやかに過ごして
います。
　ごはんと大好きなおやつをたくさん食
べて大きくなります～！

ひらた　　　ちなり

てつや なつこ

町長との思
い出話に

当時を懐か
しむ十郎さ

ん町長との思
い出話に

当時を懐か
しむ十郎さ

ん
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★早寝早起き朝ごはんなどの基本的生活習慣を身に付けましょう。
★家族がふれあう機会を大切にしましょう。
★家庭で手伝いを進んでしましょう。
★地域でいろいろな体験活動をしましょう。

山口県では、「早寝早起き朝ごはん　本を読んで外遊び　みんな仲良く今日も元気」を
スローガンに、「家庭の元気応援キャンペーン」を展開し、望ましい家庭教育の実践へ向
けて機運を高めるとともに、地域や社会全体で支え合う環境づくりを進めています。

10月は「やまぐち家庭教育支援強化月間」です！！

「家庭の元気応援キャンペーン」
マスコットキャラクター
「ファミリン」　

山口県教育庁地域連携教育推進課 ☎083-933-4662

「家族でやま学の日」は、山口県内の公立学校 (小・中学校、高等学校、特別支援学校)
に通う子どもたちが、休業日以外に家族とともに、校外 (家庭や地域)で、体験や探究
の学び・活動を考え、企画し、実行することができる日としています。
阿武町では10月1日から開始しています。

山口県では、「こどもや子育てにやさしい休み方改革」を全県で展開することとしており、
その取組の一つとして、「家族でやま学の日」が創設されました。

家族でやま学の日

教育委員会 ☎2-0501

詳細はこちら

中央公民館
☎2-2044

奈古文化展
学校、家庭、職場、地域、グループ、サークル活動などで取り組んだ、創作品や美術品、芸術品などを展示します。
今年も、大きく色鮮やかなキルトや、昭和時代の写真なども展示する予定です。
この機会に、ぜひ阿武町の文化にふれてください。多くの方のご来場をお待ちしています！

◆日 時 ： 11月16日（土）９時～17時
　　 　             17日（日）９時～15時
◆会 場 ： 町民センター 

令和
６年度

芸術の秋・文化の秋　 どなたでも入場できます！

●地区表彰（萩警察署長･萩交通安全協会長連名表彰）
　優良運転者
　　野村 義昭 さん（宇田浦）
　　村木 眞砂栄 さん（宇田浦）
　　齋藤 豊子さん（惣郷）

しらいし  みちてる

さいとう　とよこ

令和６年度　交通安全表彰
●県表彰

（山口県警察本部長･山口県交通安全協会会長連盟表彰）
　優良運転者
　　白石 修照 さん（宇田中央）

●会長表彰 
　交通安全功労者
　　西村 輝二 さん（宇田中央）

　優良運転者
　　杉村  広和 さん（宇田中央）
　　堀  小百合 さん（惣郷）

●令和６年度交通安全標語優秀者 
　金賞
　　福賀小学校 � 年
　　藤田 李音 さん（上笹尾）
　「ヘルメット　いのちをまもる　ぼうしだよ」

　銀賞
　　阿武中学校 � 年
　　水津 詩織 さん（木与）
　「見てあげて　スマホじゃなくて　小さな手」

総務課　行政係
☎2-3110

   のむら　よしあき

むらき　 まさえ

にしむら　てるじ すぎむら　ひろかず

ほり　　さゆり

ふじた　りおん

すいず　しおり
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※もしも、 クマに遭遇してしまったら（近くにクマがいることに気がついた場合）
◎ 落ち着いて、 クマに背を向けずに、 ゆっくりとその場から離れましょう。
◎ クマが驚かないようにするため、 大声を出したり、 走って逃げたりはやめましょう。

阿武町では「クマ鈴」の貸し出しを行ってい
ます。山間地に入られるときなど、ぜひご活
用ください。

クマ鈴の貸出場所

役場 農林水産課 窓口・

福賀支所・宇田郷支所

１．農作業を行う際に注意すべき事項
◎ 作業中にラジオなど音の出るものを携帯するなど、
　 自分の存在をアピールすること。
◎ 出没情報に留意し、特に行動が活発になる早朝、
　 夕方の作業時には周囲に気を付けること。
◎ 森林・斜面林などの近くの農地は、 出没ルートに
　 なりやすいので、 周囲の灌木の刈り払いを行うこと。
◎ できるだけ単独での作業は避けること。

◎ クマを誘引する生ゴミや野菜・果実の廃棄残さ、
　 放置果実などの適切な除去や処理を行う。
◎ 収納庫に入り込んで採食することもあるため、
　 きちんと施錠するなど管理を徹底する。
◎ 草刈機に使われるガソリンなどの揮発性物質も
　 誘引物となるため、 保管場所などに注意する。

２．誘引物の除去

ご注意ください

農林水産課 ☎2-3114

山口県大学等受験料応援事務局  
☎083-902-3318

大 学 等 受 験 料
支援事業補助金

令和６年 9月17日（火）
　　　　～ 令和７年 3月14日（金）

申
請
期
間

■補助対象者■
　ひとり親世帯や低所得子育て世帯の大学等受
験生（20歳未満）で次のいずれかに該当する方
①児童扶養手当受給世帯
②住民税非課税世帯
■補助対象経費■
　令和６年４月１日から令和７年３月14日まで
に支払った、子どもの大学等受験料
　（※振込み等手数料は含みません）
■補助上限額■
　53,000円(子ども一人あたり)

R�
新規　　　あぶらぶ祭

ステージイベント

詳細・申し込みはＱＲコードから

（一般の部）現金２万円
（中学生以下の部）図書カード１万円分優勝チーム

には…

教育委員会 ☎08388-2-0501

●参加対象は　阿武町内に在住 
　　　　　　　または 阿武町内に通勤・通学の人
●１チーム７～10人（うち 回し手２人）  　
●各部門 先着９チーム

募集期限：11/11（月）

※定数に達し次第募集終了とします。

11/17

奈古地区
ふるさとまつり

一般の部
中学生
以下の部
※小学３年生以上
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「社会保険料国民年金保険料控除証明書」は、eTaxで利用できる電子版の交付も行っています。 郵送
よりも早く受け取ることができ、 簡単に確定申告ができるため、 電子版を推奨しています。

萩年金事務所 ☎0838-24-2158　　戸籍税務課 ☎2-0500

家屋の新築や取り壊しをしたときは ご連絡ください
固定資産税は、毎年１月１日に土地・家屋・償却資産を所有している方に課税されます。

   　戸籍税務課では、固定資産を適正に評価するため、実地調査を行っています。
   　令和６年中に家屋の新築や増改築、取り壊しをした方は、ご連絡ください。

※住宅や事務所などのほか、車庫や物置など小規模な建物も、固定資産税の課税対象になる場合があります。　
※住宅用の家屋を取り壊すと「住宅用地に対する課税標準の特例」が外れるため、税額が上がる場合があります。

戸籍税務課
☎2-0500

国民年金保険料は全額が社会保険料控除の対象です！
国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、 社会保険料控除としてその年の課税所得から控除され
ますが、 控除の対象となるのは、 令和６年中(令和６年1 月1日から令和６年12月31日)に納められた
保険料の全額です。
令和６年中に納められたものであれば、 過去の年度分の保険料や追納された保険料、ご家族（配偶者や
お子様等）の負担すべき保険料を支払っている場合も控除の対象となります 。
本年中に納付した国民年金保険料について、 社会保険料控除を受けるためには 、年末調整や確定申告
の際に、保険料 を支払ったことを証明する書類の添付が必要です。

マイナポータルから「ねんきんネット」にログインし 、 電子送付希望の登録をすると、マ
イナポータルの 「お知らせ」 で電子版を受け取ることができます。(登録をすると郵送
されなくなります)

送付方法

電子送付

郵送

電子送付

郵送

「社会保険料国民年金保険料控除証明書」送付スケジュール

お手元に届きましたら、大事に保管し、年末調整や確定申告の際に使用してください 。

対象者
令和６年１月１日から

令和６年９月30 日までの間に
国民年金保険料を
納付された方

令和６年10月１日から
令和６年12月31 日までの間に

国民年金保険料を
納付された方

送付時期
令和６年10 月中旬から
下旬にかけて順次

令和６年10 月下旬から
11月上旬にかけて順次

令和７年1 月下旬

令和７年２月下旬 保険料控除証明ハガキ
（イメージ）

年金のたより

母子父子寡婦福祉資金 ひとり親家庭や寡婦の方などを支援する
無利子または低利の貸付金制度です。

就職支度資金、修学資金、修業資金、
技能習得資金、生活資金 など貸付金の種類 萩健康福祉センター   ☎ 0838ｰ25ｰ2663

または  健康福祉課 　☎ 2-3115
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　総務省では、行政相談制度を広く国民の方々に
知っていただき、利用していただくために、毎年9月
及び10月を「行政相談月間」と定め、各種行事等を
実施することとしています。
　阿武町においても、行政相談委員の中野 克美さん
が行政相談に対応します。

9月・10月は行政相談月間です

総務課　☎2-3110

ネットによる
相談受付はこちら

　毎日の暮らしの中で、国の仕事などについて、
「困っていることがある」、「制度や仕組みが分から
ない」、「どこに相談してよいか分からない」などの
困りごとがありましたら、お気軽にご相談ください。

また、「総務省行政相談セン
ターきくみみ山口」でも、相談
を受け付けています。
電話・手紙・FAX・インターネッ
トのいずれでも相談できます。

なかの  かつみ

動物の飼い方マナーアップ強化期間 
９/2（月）～10/31（木）

愛犬は、「登録」と「狂犬病予防接種」
を必ず行いましょう

予防接種を行った方には「予防接種済証」をお渡しし
ます。
　動物病院で接種を実施された方は、接種済証明書を、
役場本庁もしくは支所へお持ちください。

新たに愛犬を迎え入れる時・他市区町村か
ら転入時にも、忘れずに登録を !

登録の番号があれば、転入・
転出時の手続や、万が一愛犬
が逃げた際、情報照会が行え
ます。

「狂犬病予防接種」は飼い
主の義務なので必ず毎年
実施を !

山口県動物愛護センター ☎083-973-8315
健康福祉課 ☎2-3113

山口県廃棄物・リサイクル対策課　☎083-933-2992

町では、家庭用生ごみ処理機を購入する際の助成事
業を実施しております。

家庭用生ごみ処理機の購入補助実施中

コンポスト　　  2,000 円
機械式処理機　20,000 円

予算に限りがあるため、購入前に問い合わせください。
健康福祉課　☎2-3113
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絵：池田 幸枝

絵および俳句は
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夜間・休日の当番医について
～急な病気やけがで診療が必要な時にご利用ください～　

救急医療は急を要する患者さんのためのものです。
症状が緊急性ではない比較的軽症な場合は、夜間や
休日ではなく、通常の外来での受診をお願いします。
また、発熱の症状で受診される場合は、必ず事
前に医療機関に電話してください。

平日の夜間・土曜日の当番医（電話やHPで確認ができます）

日曜・祝日・年末年始の当番医

萩駅

萩市民体育館

萩市民病院

ＪＲ山陰本線

26264

萩市休日急患診療センター 「重症か軽症か」、「急ぎかそうでないか」
など判断することが難しいときは･･･
萩・阿武健康ダイヤル24
☎ 0120-506-322
（24時間 365 日・通話料無料）

※受付は21:30まで
【問い合わせ先】萩・阿武健康ダイヤル（☎ 0120-506-322）
【診療時間】平　日：18:00 ～ 22:00　
　　　　　  土曜日：12:00 ～ 22:00　

【医療機関】萩市休日急患診療センター（☎ 0838-26-1397）
【診療時間】内科・外科：9:00～12:00・13:00～16:00・17:00～22:00
　　　　　  歯科　　　：9:00～12:00・13:00～15:00

健康福祉課
☎2-3113

〈地図〉

発熱・頭をぶつけた・嘔吐・けいれんなど、
お子さんの急病のときは…
こども医療でんわ相談
『＃8000』 

または
☎ 083-921-2755

（19:00 ～翌朝 8:00）

意識がない、激しい痛み、多量の出血など、
明らかに重症と思われる場合は、迷わず『119』へ連絡を！

※いずれも受付は30分前まで

萩市医師会（当番医）
の確認はこちら

※受診する前に事前に
　電話をしてください

阿
武
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11月
日

1

3

5
7
8
11

12

13

14

15

17
18
19
20
21
22
23

24

25
27
30

曜

金

日
　
火
木
金
月

火

水

木

金

日
月
火
水
木
金
土

日
　
月
水
土

行事予定
】園育保りどみ【)00:9(会大芋き焼

ひよこクラブ【みどり保育園】
】場会設特中賀福旧【)00:9(りつま業農大賀福回04第
】ータンセいあれふ【)03:9(り祭いあれふ郷田宇回43第

】ータンセんそうの【)03:9(操体歳百こにこに会きぶとこ賀福
】ータンセ子母【)54:9(ブラクこよひ
】園育保りどみ【)03:31(断診康健医園
】ータンセ民町【)00:9(会らくさ室教康健

】室議会場役【)00:9(会例定会議協員委童児員委生民町武阿
】ータンセんそうの【)03:9(操体歳百こにこに会きぶとこ賀福

】園育保りどみ【)00:11(定測体身
】ータンセ子母【)54:9(ブラクこよひ

】ータンセいあれふ【)03:31(）区地郷田宇（座講習学権人
】ータンセいあれふ【)00:9(談相記登・とご配心

】園育保りどみ【)00:11(三五七
】他ドンウラグ中小武阿【)00:9(」祭ぶらぶあ「り祭とさるふ区地古奈

】ータンセんそうの【)03:9(）区地賀福（座講習学権人
】ータンセんそうの【)03:9(操体歳百こにこに会きぶとこ賀福

】園育保りどみ【)00:11(会生誕
】ータンセ民町【)54:9(ブラクこよひ

】ータンセんそうの【)03:9(ンチッキきいきい賀福
集団健診（奈古）(8:30) 

】場浴水海浜ヶ清【)00:9(アィテンラボ掃清砂き鳴
】町武阿駅の道【)00:01(市の海里森

】ータンセ民町【)00:01(会修研流交者害障町武阿・市萩
】園育保りどみ【)00:11(導指全安通交・練訓難避

】ルーホ的目多ータンセ民町【)03:31(会大進推い集るえ考を権人

阿武町の人口と世帯数

（　）内数字は対前月比

地区別 人　口 世帯数 移動内訳

奈　古

福　賀

宇田郷

合　計

2,039

464

456

2,959

( - 3 ）

( -4)

( - 1 ）

( - 8 )

987

244

251

1,482

(－3)

( -1)

( -1)

( - 5 )

4

3

0

9

転入

転出

出生

死亡

（９月末）

（　）内数字は前年件数

区　分
負傷者死者

人　身　事　故
件数

９月の交通事故

0
（０）
0

（０）
0

（０）

1
（3）

0
（０）

3
（3）

5
（7）

86
（101）

萩警察署管内で
起こった事故
うち阿武町内で
起こった事故

物損
事故

有限会社 千代（千代丸食堂）
山口県立萩高等学校（奈古分校）

奈古郵便局
道の駅阿武町

阿武建設

有限会社 鹿野ファーム
吉岡土建

調理補助
農場員
郵便物の集配業務
販売員（直売所）
土木作業員
一般事務
養豚飼育管理員
現場監督

時給1,000円～
1,058円
186,624円～
171,200円
212,000円～
160,000円
170,000円～
250,000円～

ツルハグループ
（ウオンツ）

社会福祉法人
阿武福祉会

バンザイエンタープライズ

店舗運営スタッフ（総合職）
店舗運営スタッフ（リージョナル社員）
店舗運営スタッフ（限定正社員）
栄養士または管理栄養士（恵寿苑）
介護職員
調理補助員
調理・清掃

210,000円～
200,000円～
180,000円～
201,000円～
181,000円～
1,000円
172,000円～

林業サポーター確保研修
林業の造林・保育作業に従事する意思のある方を対象に、
植栽作業等に関する講義・刈払機               の資格講習を実施します。

日　程　12月6日（金）、13日（金）、20日（金）
  　  　　9:00～17:15　※３日間全ての受講をお願いします。
場　所：旭マルチメディアセンター（萩市大字明木）
定　員：10名程度（応募多数の際は抽選）
受講料：テキスト代3,000円程度

受付：11/22㊎まで

薬と健康の週間薬と健康の週間

萩健康福祉センター ☎0838-25-2666

～薬を安全に使うために～
❶ かかりつけ薬局をもちましょう
❷ 服薬時間、用法、容量を正しく守りましょう
❸ 飲んでいる薬について正しく理解しましょう

 萩健康福祉センター ☎ 0838-25-2667

日

6

13
14
19
27
28

曜

水

水
木
火
水
木

時間
13:00～

13:30～

14:00～
13:30～
13:30～
13:00～
13:00～
13:30～

行事予定
風しん抗体検査
C型・B型肝炎ウイルス検査
HTLV-１抗体検査
エイズ即日検査
骨髄ドナー登録会
くるみの会（ひきこもり家族会）
心の健康相談（精神科医）
お酒に関する困りごと相談
暮らしと心身の総合相談会

山口県 萩健康福祉センター
 11 月の行事予定

１０月17日～23日１０月17日～23日

 

80
歳

●ハローワーク萩　☎0838-22-071410月分 町内の求人情報 ）在現日６月01（  

※決定済みの場合もあります。

使用者も、労働者も
必ず確認、最低賃金！ 山口県最低賃金 40円 引き上げ 1時間 979円～

発効日：令和6年10月１日
パート、アルバイトなどを含め、すべての労働者に
最低賃金以上の賃金が支払われなければなりません。 厚生労働省 山口労働局 賃金室  ☎083-995-0372

萩農林水産事務所
☎0838-22-3366
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作品は道の駅温泉棟１階に展示中
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☎
２‐

３
１
１
１ 

「フレイル予防のためのおすすめレシピ！」より

手軽に作れる細巻きずし

［作り方］
① 温かいごはんにすし酢を入れ、すし飯を作る。 　　
　 （冷やごはんはレンジにかける）
② 卵、みりん、塩をよく混ぜる。卵焼きフライパンに油を
　 なじませ、長い側を使って細長い卵焼きを作る。  
     縦に切り、卵芯を２本作る。
③ ツナを缶から出して十分に汁気を取り除く。
　 マヨネーズを加えて混ぜ、２等分に分ける。
④ 巻きすに半分に切ったのりをのせる。
　 巻き終わりを１センチほど残して、すし飯をのせ、広
　 げる。すし飯の中心にかるくくぼみ作り具をのせる。
　 ツナマヨは半分に切った青じその上にのせる。
⑤ 卵焼き・ツナマヨの細巻きを２本ずつ作る。
⑥ １本を６等分に切って器に盛る。しょうがの酢づけ・
　 しょうゆ等を添える。

松原 英子さん(中村)

「はぜ干しのある風景」　西村 信教（市）
●毎年９月頃、惣郷の国道を走ると「はぜ干し」の風景
が目に飛び込んできます。「はぜ干し」の光景が減る中、
いつまでも昔ながらの風景が残ってほしいと思います。

にしむら  のぶのり

［材料４人分］
ごはん･･････････260g
すし酢･････････・大さじ２強
サラダ油･･・・・・・･適量
焼きのり･･・・・・・･２枚
青じそ･･････････４枚

[卵焼き]
　卵････････････１コ
　みりん･････････大さじ１
　塩････････････少々

「フレイル」とは、健康と要介護の間の“虚弱
の状態”のことをいいます。食事は“低栄養”
を予防することが大切です！

「彼岸花の涙」　小野 宏修  （土）
●仏教で彼岸は涅槃の意。朝日に輝く無数の夜露は、
　俗世を憂う花の涙。
　※涅槃とは、迷いや悩みを離れた安らぎの境地。
　［日本国語大事典　第二版］

おの　  ひろまさ

ねはん

ぞくせ

まつばら えいこ

[ツナマヨ]　
　ツナ････････・・・１缶　　
　マヨネーズ･･･・・・大さじ２

私 の 一 品

今月の一品

紡
ぐ
伝
統
　
菅
原
神
社 

神
子
舞

伝統の神楽笛を引き継いだ
波多野 千恵 さん (奈古出身 )
　友人の誘いがきっかけで、
初参加させていただきま
した。
　このような形で地元に
貢献できて嬉しく思います。

前夜祭でも舞を披露前夜祭でも舞を披露

はだの　　ちえ

今年の神子さんと菅原神社神子舞保存会の皆さん今年の神子さんと菅原神社神子舞保存会の皆さん
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